
志木市の文化財第  61集

因子山遺跡第 131地点


埋蔵文化財発掘調査報告書  

201 5 


埼玉県志木市教育委員会





はじめ に

志木市教育委員会

教育長尾崎健市

ここに刊行する 『田子山遺跡第 131地点 埋蔵文化財発掘調査報告書」 は、平成 26年

度に受託事業として、教育委員会が発掘調査を実施した成果をまとめたものです。

田子山遺跡は、志木市では古くから、住宅建設が進んでおり、昭和 62 (1987)年度に国

庫補助事業による埋蔵文化財保存事業が始まる際にはすでに住宅地となっていた状況と言

えます。その際には因子山遺跡は、現在ほど遺跡範囲も広くなく、細田学園の東側に広がる

程度にすぎませんでした。その後、第 1地点が昭和 63(1988)年度に実施されて以来、今

年度の最新の調査によると現在、第 136地点の調査が実施されており、本町地区においては、

最多の調査件数にのぼっています。また、調査面積においても現在、約 7万 4千ITiを有し、

志木市では西原大塚遺跡に次いで 2番目に大きな遺跡と言えます。

さて、今回報告する因子山遺跡第 131地点は、細田学園の校舎建替工事に伴い発掘調査

が実施されました。これにより、縄文時代の土坑 4基、弥生時代後期・古墳時代後期・ 平

安時代の住居跡  5軒、平安時代の掘立柱建築遺構  1棟、土坑  4基、溝跡  2条などの遺構そ

して多くの貴重な遺物が発見されました。

中でも特筆すべき事項として、因子山遺跡、においては、今までの調査成果により、 平安

時代における住居跡や土坑・柱穴などの発見が相次いでいることから、奈良・平安時代に

おけるこの一帯は、広範囲に集落が営まれていたことが判明しています。そのため、 今回

の調査においても平安時代の住居跡や溝跡、掘立柱建築遺構などの発見は、さらなる歴史

の追究を行う上で重要な発見につながったものと評価できるものです。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた、 学校法人

細田学園、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対し、

心から感謝申し上げます。



例 目� 

1.本書は、埼玉県志木市本町二丁目� 1700- 1番地所在の因子山遺跡第� 131地点の発掘調査報告書

である。� 

2.発掘調査は、校舎建替工事予定地における緊急調査として、志木市教育委員会が行った。また、

埋蔵文化財保存事業の実施にあたり、発掘作業 ・整理作業 ・報告書刊行作業を、共和開発株式会

社に支援業務と して委託したものである。� 

3.発掘作業は、平成� 26年� 5月� 21日より開始し、平成� 26年� 8月� 18日に終了した。整理作業は、平

成 26年 8月� 19日より共和開発株式会社聖蹟桜ケ丘研修センターにて行い、平成� 27年 3月� 16日、

本書の刊行をもって終了した。� 

4.本書は、尾形則敏・徳留彰紀が監修し、宮下孝優(共和開発株式会社)が編集した。執筆は第� l章、

第2章第� 1節を尾形、その他を宮下が行った。� 

5. 本調査において出土した遺物および写真等の記録類は、志木市立埋蔵文化財保管センターに一括

して保管している。� 

6.調査体制

【志木市教育委員会組織】

調 査 王 体 者 志木市教育委員会

教 コ同ミ 長 尾崎健市(平成 24 年 7 月~)

教育政策部長 菊原龍治(平成 25 年 4 月~)

担 当 課 生涯学習課生涯学習 ・文化財グループ

生涯学習課長 松井俊之(平成 25 年 4 月~)

生涯学 習課副課長�  伊藤久峰子(平成� 25年� 4月~平成� 26年� 3月)

11 桶田修平(平成 26 年 4 月~)


生涯学習課主幹 井上 茂(平成 26 年 4 月~)


生涯学 習 課 主 査 �  尾形則敏(平成 21 年 4 月~)


11 武井香代子(平成 24 年 4 月~)

11 浅見千穂(平成 21 年 4 月~)

生涯学習課主任 松永真知子(平成 18 年 4 月~)

生涯学 習 課 主 事 �  徳留彰紀(平成 22 年 4 月~平成 25 年 3 月、平成 26 年 4 月~)

11 矢田佳生(平成 22年� 4月~平成� 26年� 3月)

大久保聡(平成 25 年 4 月~)

言周 査 担 当 者 尾形則敏 ・徳留彰紀 ・大久保聡 


志木市文化財保護審議会� 井上園夫(会長) (平成 24 年 4 月~)


11 高橋長次 ・高橋 豊 ・深瀬 克 ・上野守嘉(委員) 


【共和開発株式会社調査部】


調査員 宮下孝優 


発掘 ・整理作業参加者
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石村 崇 ・扇田芳嗣 ・合 田 芳正 ・五味正道・斎藤由美子 ・高田彩子 ・高橋広行・

高森裕一 ・高 林 均 ・田津 真 ・中野高久 ・中村雅美 ・中山弘人 ・羽吹潤一・

針木康介 ・松 津 匡 ・室賀明子 ・本山直子  

7. 発掘作業及び整理作業 ・報告書刊行作業には、以下の諸機関 ・諸氏のご教示 ・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課 ・(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団 ・埼玉県立

埋蔵文化財センター・朝霞市教育委員会・朝霞市博物館・新座市教育委員会・和光市教育委員会・

富士見市教育委員会 ・富士見市立水子貝塚資料館

江原  )1慎・加藤秀之 ・川 田喜文 ・川|畑隼人 ・隈本健介 ・小出輝雄 ・斉藤 純・

粛藤欣延 ・斯波 治・渋谷寛子 ・鈴木一郎 ・照林敏郎 ・野沢 均・早坂虞人・

堀 善 之 ・前田秀則 ・松本富雄 ・柳井章宏 ・山本 龍 ・和田晋治 ・渡辺邦仁  

8.本報告に係る文化財保護法に基づく各種通知については下記のとおりである。 

0周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知)/平成 26年 5月 30日付け 教

生文第 5-216号


。埋蔵物の文化財認定について/平成 27年 2月 20日付け 教生文第 7-297号




凡例�  

1.本報告書で使用した地図は、以下の通りである。

第� 1図� 1 : 10，000 I志木市全図」アジア航測株式会社調製

第� 2図� 1 : 2，500ゼンリン電子住宅地図 デジタウン「埼玉県志木市」平成� 15年� 8月発行

株式会社ゼンリン� 

2. 挿図版の縮尺は、各図中に明記した。� 

3.遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。� 

4. ピット ・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位は� cmで、ある。また、

同一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピットと思われるものには、数値を省略した。� 

5.遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示し、番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。� 

6.挿図版中のスクリーントーンについては、各挿図版内に内界を示したが、土器の場合は赤彩範囲

を示し、遺物番号下に黒彩とあるものは、黒色土器の黒彩範囲を示す。� 

7. 遺物一覧中の計測値の単位は、長さがcm、重さは� gである。また、( )は推定値、[ ]は現存

値を示している。� 

8.本文および遺物一覧中の土器の器種については、「形土器」を省略している 0 

9.遺構等の略記号は、以下の通りである。� 

y=弥生時代の住居跡� H=古墳時代後期~奈良・平安時代の住居跡� 

T=掘立柱建築遺構� D=土坑� M=溝跡� p=ピット� Tr=トレンチ
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5.見学風景� 6.見学風景� 2 7.作業風景� 8.作業風景

図版� 7 1. 24号住居跡出土遺物� 2. 73号住居跡出土遺物

図版� 8 1. 74号住居跡出土遺物� 2. 75号住居跡出土遺物� 3. 13号溝跡出土遺物



4. 76号住居跡出土遺物

図版� 9 1. 225号土坑出土遺物� 2.遺構外出土遺物



第� 1章遺跡、の立地と環境

第 1節市域の地形と遺跡� 

(1)地理的環境と遺跡分布

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北� 4.71km、東西� 4.73kmの広がりをもち、

面積は� 9.06knL人口約 7万3千人の自然と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町 ・柏町 ・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流する

柳瀬川の� 3本の川が流れているO

乙うした自然環境の中で、市内遺跡の大部分は、柳瀬川・新河岸川右岸流域の台地縁辺部に帯状に分

布している。遺跡は柳瀬)11上流から順に、西原大塚
はらおおつか

遺跡 (7)、新邸遺
あらやしき

跡 (8)、中道
なかみち

遺跡� (5)、城山
しろやま

遺跡 (3)、中野
なかの

遺跡 (2)、市場裏
いちばうら

遺跡(15)、因子山
た ど や ま

遺跡(10)、富士前遺
ふじまえ

跡(11)、大原
おおはら

遺跡(1� 6)

と名付けられている。また、荒川・新河岸川|が形成した沖積低地でも、馬場
ぱんぱ

遺跡(1� 2)、宿遺
しゆく

跡(1� 4)、

関根兵庫館跡
せきねひょうごやかたあと

(1 3)のように自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり、将来的には新たな

遺跡が相次いで発見される可能性がある。なお、現在市内の遺跡総数は、前述した 12遺跡に塚の
っか

山
やま

古

墳� (6)、城山貝塚
しろやまかいづか

(9)を加えた� 14遺跡である(第� 1図)。� 

No 遺跡名 遺跡の規模 地 目 遺跡の種類 遺跡の時代 主な遺構 主な遺物� 

2 中 野� 63，540 rrl 畑 ・宅地 集落跡 旧石器、縄(早~晩近世)、弥(後)、古(前
~後)、平、中 ・

石井器戸跡集、中溝地跡点等、住居跡、 土坑、 石器、縄、文陶・弥生土器、土師器、
須恵、総 磁器等

3 城 山� 81.310 rrl 畑 ・宅地 城館跡 ・集落跡 旧石器、縄(草創~晩)近、弥世(後)、古(前
~後)、奈 ・平、中 ・

石坑城器墓跡集、関中地連地下、点室鋳、、造住井関居戸連跡跡等、、 土坑、土 溝跡、
中自

石器、縄文・弥生土器、土師器、� 

須古銭恵、器鋳、造陶関磁連器遺、物土等師質土器、

5 中 道� 52.980 rrl 畑 ・宅地 集記喜跡 ・墓跡 旧石器、縄(早~後世)、弥(後)、古(前
~後)、平、中 ・近

石形器周集溝中墓地、点土、住居跡、 土坑、
方 坑墓、地下式坑、
溝跡、道路状遺構等

石器、縄文土器、土師器、須恵( 
器、陶磁器、古銭、人骨等� 

6 塚の山古墳� 800 rrl 林 古墳? 古墳つ 古墳つ なし� 

7 西原大塚� 163，930 rrl 畑 ・宅地 集落跡 ・墓跡 旧石器奈、縄・平(前、~晩)近、弥世(後)、古(前・
後)、 中 ・

石器集中地点、住居跡、土坑、
方形周溝墓、井戸跡、溝跡等

石器、縄、文陶・弥生土器、土師器、
須恵、器 磁器、古銭等

8 新 忌日 20，080 rrl 畑 ・宅地 貝塚 ・墓集跡落跡 ・ 縄近代(早~中)、 古(前・後)、中・近世、 貝塚、 住居跡、 土坑、切方状形遺周構溝、
墓、井戸跡、溝跡、段
ピット群等� 

石師器器、、 貝陶磁、器縄、文古・銭弥等生土器、 土� 

9 城山貝塚� 900 rrl 林 員塚 縄(前) 斜面貝塚 石器、縄文土器、貝� 

10 因子山�  74，030叶 畑 ・宅地 集落跡 ・墓跡 縄平、(草中創・~近晩世)、、近弥代(後)、古(後)、奈・住居跡、土坑、方形 ・円溝形跡周等溝
墓、ローム採掘遺構、

縄文 ・弥生土、炭器イ、土師器、須恵
器、陶磁器 ヒ種子等� 

11 富士前�  12.000 rrl 宅地 集落跡
縄文、弥(後)~古(前)、平安、近
世以降� 

住居跡、土坑つ、溝跡つ 弥生土器、土師器

12 馬� j士喜 2，800 rrl 畑 集落跡 古(前) 住居跡? 土師器� 

13 関根兵庫館跡� 4，900 rrl グランド 館跡 中世 不明 なし� 

14 宿� 7.700 rrl 田 館跡 中世� i常跡 ・井桁状構築物 木 ・石製品� 

15 市場裏�  13，800 rrl 宅地 集落跡 ・墓跡 弥(後)~古(前)、中世以降 住居跡 ・方形周溝墓 ・土坑 弥生土器、土師器、土師質土器� 

16 大 原� 1，700 rrl 宅地 不明 近世以降つ 溝跡 なし

会、バロ 言十� 500，470 rrl 

第� l表志木市埋蔵文化財包蔵地一覧
平成� 26年� 11月� l日現在
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第 l図 市域の地形と遺跡分布 (1/20，000) 平成26年 11月l日現在
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第� 1節市域の地形と遺跡� 

(2)歴史的環境

次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。� 

1.旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中野・城山・中道・西原大塚遺跡で確認されている。

中道遺跡では、昭和� 62(1987)年の富士見・大原線(現ユリノキ通り)の工事に伴う発掘調査によ

り、立川ローム層のN層上部・� VI層・V1I層で文化層が確認されており、機群、石器集中地点が検出され

ている。これにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発

見されている。

西原大塚遺跡では、西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査により、石器集中地点が検出されて

いる。石器集中地点は、平成� 6 (1994)年度には� 2ケ所、平成� 7年(1995)度には� lケ所が検出され、

ナイフ形石器 ・剥片などが発見されている。

平成� 11 ~ 14(1999 ~2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第� 49地点からも立川ロー

ム層の第N層下部から、黒曜石・頁岩の石核・剥片が約� 60点出土している。

平成� 13(2001)年に発掘調査が実施された城山遺跡第 42地点では、立J11ローム層の第N層上部と

第四層の� 2ケ所で石器集中地点が確認され、黒曜石・安山岩・チャート・頁岩などの挟入石器・景iJ片な

ど32点が出土している。

また、城山遺跡では、平成� 13(2001)年に発掘調査が実施された第 42地点から、立J11ローム層の

第N層上部と第四層の� 2ケ所で石器集中地点が検出され、黒曜石・安山岩・チャート・頁岩などの挟入� 

62年に発掘調査が実施された第2009)・21(2008・20点が出土している。平成32片など11石器・景

地点(道路・駐車場部分)でも� lケ所の石器集中地点が検出され、ナイフ形石器・剥片が出土している。

最新では、平成� 23(2011)年に発掘調査が実施された第 71地点、で、は、石器集中地点� 2ケ所、磯群� 9

基が検出され、特に磯群については、市内において初の発見例につながった。� 

2.縄文時代

縄文時代では、西原大塚遺跡を中心に中期後葉の遺跡が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、

前期末葉(諸磯式期)の住居跡や土器がやや多く検出される傾向にある。

乙こでは、時代の推移に従って説明すること� Lこする。まず、草創期では、平成� 4 (1992)年に発掘

調査が実施された城山遺跡第� 16地点から爪形文系土器� 1点、平成� 6 (1994)年に発掘調査が実施さ

れた城山第� 21地点から多縄文系土器� 3点、第� 22地点から爪形文系土器� l点、平成� 10 (1998)年に

発掘調査が実施された因子山遺跡第� 51地点から有茎尖頭器� l点が出土している。

早期では、遺構の検出例はまだ少ないが、住居跡として、平成� 18(2006)年に発掘調査が実施さ

れた中道遺跡第� 65地点で検出された早期末葉(条痕文系)の� 10号住居跡� l軒が最古のものと言える。

土器としては、田子山遺跡で撚糸文・沈線文・条痕文系土器が出土しているが、御獄神社を中心とする

東側でやや多く出土する傾向がある。最新資料では、平成� 23(2011)年に発掘調査が実施された因子

山遺跡第� 121地点のローム上層の遺物包含層から撚糸文系土器・石器がまとまって出土している。また、

城山 ・中野・因子山遺跡からは、条痕文系土器が炉穴に伴い出土している。

前期では、西原大塚 ・新邸遺跡で住居跡(黒浜式期)、城山遺跡では住居跡(諸磯式期)が検出され

ている。そのうち、新邸遺跡のものは貝層そもつ住居跡である。また、平成� 2年度に市指定文化財に認� 
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定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。

中期になると遺跡が最も増加する。特に、中期中葉から後葉の勝坂式~加曽利 E式期にはその傾向

が強くなり、中野 ・城山 ・中道・西原大塚・田子山遺跡で住居跡を中心に土坑が検出されている。特に

西原大塚遺跡では、現時点で 180軒以上の住居跡が環状に配置していることが判明しつつあり、中期

末葉からは遺跡が減少する傾向にある。そのうち、西原大塚遺跡から敷石をもっ住居跡が 1軒確認され

ている O

後期では、西原大塚遺跡から堀之内式期の住居跡 1軒と加曽利 B式期の住居跡 l軒、遺物集中地点 

lケ所が検出されている。また、その他の遺構としては、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された

因子山遺跡第 31地点で、土坑 l基が検出され、下層から称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴を

もっ土器が出土している。西原大塚遺跡第 54地点でも 2基の土坑が検出されている。最新資料では、

平成 25(2013)年度に発掘調査が実施された中野遺跡第 85地点から、市内初の柄鏡形住居(敷石住居) 

l軒が検出され、注目される。

晩期では、中野 ・因子山遺跡から安行田 C式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降

市内では弥生時代後期まで空白の時代となる。 

3.弥生時代~古墳時代前期

弥生時代では、現時点において、前・中期の遺跡は検出されていないが、後期末葉から古墳時代前

期と考えられる遺跡が数多く検出されている。中でも、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された因

子山遺跡第 31地点の 21号住居跡は後期中葉に比定される可能性があり、その住居跡からは、 多数の

土器をはじめ、大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイズなど)、炭化材が出土し、当時の食糧事情を考え

る上で重要である。富士前遺跡では、 『志木市史』にも掲載されているが、不時の発見に伴い、寵目痕

をもっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が約 600軒確認されており、市内最

大の集落跡であることが判明している。特に、 122号住居跡からは全国的にも稀な「イヌ」を象った

と思われる動物形土製品が出土している O 平成 24(2012)年に発掘調査が実施された第 179地点か

らは、遺存状態は良好ではないが、市内初の銅自[[1点が出土している。

昭和 62(1987)年以降、西原大塚・因子山・市場裏遺跡の 3遺跡において、方形周溝墓が検出され

てきたが、最新では、平成 15(2003)年に発掘調査が実施された新邸遺跡第 8地点と平成 18(2006) 

年に実施された中道遺跡第 65地点でも、それぞれ l基が確認されている。これにより 当時の墓域が、

集落と単位的なまとまりをもって存在することが明らかになってきたと言えるであろう O

市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡では、 10号方形周溝墓の溝底から一括出

土した中に畿内系の庄内式の長脚高杯が出土していることに注目される。また、平成 11 (1999)年に

発掘調査が実施された西原大塚遺跡第 45地点では、一辺 20mを超える市内最大規模の 17号方形周

溝墓が発見され、乙の方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土製品をはじめ、畿内系の有段口縁壷、吉ヶ

谷式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内・比企地域・在地の 3要素の特徴を示す壷が出土している O

こうした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされたことで、当地域の弥生時代後期から古墳時代

前期の歴史を紐解く手がかりになったととは重要である。

なお、以上のうち、西原大塚遺跡 122号住居跡出土の動物形土製品 1点と西原大塚遺跡 17号方形 
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周溝墓出土の鳥形土製品 l点・壷形土器 4点については、考古資料として、平成 24年 3月 1日付けで、

市指定文化財に指定されている O 

4.古墳時代中・後期

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある。その中で、西原大塚遺跡に

隣接する新邸遺跡で検出されている第 2地点の 1号住居跡と平成 15(2003)年に発掘調査が実施され

た第 8 地点の 2~8 号住居跡は、古墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある。乙

のことから、新邸遺跡で検出された住居跡は、隣接する西原大塚遺跡から継続して広がった集落跡では

ないかと推測される。

中期の遺跡では、中道 ・城山 ・中野遺跡から住居跡が発見されている。その中でも、平成 7 (1995) 

年に発掘調査が実施された中道遺跡第 37地点 19号住居跡は、 5世紀中葉に比定され、カマドをもっ

住居跡としては市内最古のものである。 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に 6世紀後半から 7世紀後半にかけては、縄文中

期を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い 

5世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周

辺の地域に拡散するという動きを読み取ることができる。

なお、新邸遺跡では第 8地点で初めて古墳時代後期 (7世紀中葉)の住居跡が 1軒検出されている。

この住居跡は、 3x 3.5 mの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であり、床面上からは土器 ・炭化

材の他ベンガラ塊が出土している。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡

で 200軒を越え、次いで中野遺跡で約 50軒、中道遺跡で約 15軒、因子山遺跡で約 10軒、新邸遺跡

で 1軒を数える。

また住居跡以外では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された田子山遺跡第 24地点から、 6世

紀後半以降のものと考えられる 4.1X4.7mの不整円形で、 2ケ所にブリッジそもつ小型の円形周溝墓が 

1基確認されている。さらに、平成 14(2002)年に発掘調査された因子山遺跡第 81地点を契機に御

巌神社を取り囲むように外周で推定約 33mの巨大な溝跡の存在が明らかになり、現時点では古墳の周

溝ではないかと考えられている。 

5.奈良・平安時代

奈良 ・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、現在のと

乙ろ、中野 ・城山 ・中道 ・西原大塚・田子山遺跡で検出されている。中でも城山・田子山遺跡はこの時

代を代表とする遺跡として挙げることができる。城山遺跡では、平成 8 (1996)年に発掘調査が実施

された第 35地点の 128号住居跡から、印面に「冨J 1文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、

乙れは県内でも稀少な例として貴重な資料であろう O この住居跡からはその他、須恵器杯や猿投産の緑

紬陶器の小破片 l点、布目瓦の小破片 2点などが出土している。平成 20 ~21 (2008 ~ 2009)年の

城山遺跡第 62地点の調査では、平安時代の 241号住居跡から皇朝十二銭の一つである富喜神賓
ふじゅしんぽう

が 2枚

とその近くからは鉄鎌 l点と土錘 l点が出土しており、祭紀行為が行われたと考えられる貴重な例とし

て、県内でも重要な発見につながっている。 
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第� 1章遺跡の立地と環境

因子山遺跡では、平成� 5 (1993)年に発掘調査が実施された第� 24地点からは、住居跡の他、掘立

柱建築遺構 ・溝跡そして� 100基を越える土坑群が検出されている。平成� 6 (1994)年に発掘調査が実

施された第� 31地点の� 44号住居跡からは、腰帯の一部である銅製の丸鞠が出土している O さらにカマ

ド右横の床面上からは、東金子窯跡群(入間市)の製品と南比企窯跡群(鳩山町)の製品という生産地

の異なる須恵器杯が共伴して出土したことにより、土器編年の基本資料として貴重であると言える。

なお、以上のうち、城山遺跡� 128号住居跡出土の銅印ほか� 9点と城山遺跡第� 241号住居跡出土の冨

害神賓ほか� 2点については、考古資料として、平成� 24年� 3月� 1日付けで、市指定文化財に指定されて

いる。� 

6. 中・近世

中 ・近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸 ・中道遺跡、そして関根兵

庫館跡・宿遺跡が代表される遺跡と言える� O 城山遺跡では、数次にわたる発掘調査により、『舘村旧記
たてむらきゅうき

Jl(註 

1)にある「柏之城落城後の屋敷割の図」に相当する堀跡などが多数発見されている。最新では、 『廻
おおつかじゅうぎょくぼう

国雑記
こくざっき

Jl(註 2)に登場する「大石信濃守館」
おおいししなののかみのやかた

が「柏の城」に相当し、「大塚十玉坊」についても市

内の「大塚」に由来があるという説が有力と言えるであろう(神山� 1988・2002)。

また、平成� 7 (1995)年に発掘調査が実施された第� 29地点の� 127号土坑からは、馬の骨が検出さ

れている。乙の土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子(イネ ・オオムギ ・コムギなど)も出土

しており、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が

報告されている O

さらに、平成� 8 (1996)年度に発掘調査が実施された第� 35地点では、鋳造関連の遺構も検出され

ている。� 130号土坑については鋳造遺構、� 134号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大

量の鉄津(スラッグ)、鋳型、 三叉状の土製品、砥石などが出土している。

また、平成� 13(2001)年度の第 42地点からは、 多くの土坑・地下室 ・井戸跡が検出される中、� 

234号土坑から、鉄鍋の完形品が出土したことは特筆すべきである O この鉄鍋は、土坑の坑底面に伏

せである状況で出土しており、「鍋被り葬」と呼ばれる風習が志木市でも実在していた可能性が高い。

戦国期の資料としては、平成� 6 (1994)年度に発掘調査が実施された第� 21地点から、当市では初めて、

鎧の
よろい

札
さね

である鉄製品� l点と鉄鍛� l点が出土している。出土した遺構は、� 19世紀前半の� 86号土坑であ

るため混入品となるが、「柏の城」に関連する資料として大変重要な資料に加わったと言える� O

平成� 11"'--' 14 (1999 "'--' 2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第� 49地点からは、頭

を北に向け横臥屈葬された人骨を出土した� 67号土坑が検出されている。その他、ピット列・土坑・溝

跡などが検出されている� ζ とから、この一帯が 『舘村旧記』に記載がある「村中の墓場」関連に相当す

る施設ではないかと考えられる。

中道遺跡では、昭和� 62(1987)年の第� 2地点から人骨を伴う地下式坑、掘立柱建築遺構が検出され、

平成� 7 (1995)年の中道遺跡第� 37地点からは、人骨と古銭� 5枚を出土した土坑墓� 1基と� 13世紀に比

定される青磁盤� l点を出土した道路状遺構� 1条が検出されている。

新邸遺跡では、昭和� 60 (1985)年の第� 1地点から段切状遺構の平場から多数の土坑・地下式坑が検

出され、平成� 15(2003)年の新邸遺跡第� 8地点からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓� 2基が検出されて

いる。おそらしこの新邸遺跡から中道遺跡一帯は、 『舘村旧記』に記載がある「大塚千手堂」であり、� 
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第� 2節遺跡の概要

しよう りんざんかんのんじだいじゅいん

古くは天台宗の「七堂大伽藍」を誇る「松林山観音寺大受院」関連遺構として、今後は体系的な究明が

必要とされるであろう� O 

7.近代以降

近代以降の遺跡では、平成� 5 (1993)年に発掘調査が実施された田子山遺跡第� 31地点から、敷島

神社境内に存在する富士塚の築造(明治 2~5年)に関連するローム採掘遺構が検出されている。乙の

遺構の坑底面からは、鋤 ・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単位で行われ

ていたこともわかり、地域研究の重要な資料と言える。

平成� 15(2003)年の新邸遺跡第� 8地点からは、野火止用水跡が検出され、市内初の発掘調査例となっ

た。用水路の基盤面からは水付きの銃着面が確認され、底面からは大量の陶磁器が出土した。

第� 2節遺跡の概要

ここで、今回本書で報告する田子山遺跡について概観することにする。

田子山遺跡は、志木市柏町� 2丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北東約� 1.3kmに位置し

ている。本遺跡は、新河岸川右岸の台地上に立地しており、標高は約� 15m、低地との比高差は約� 10 

mで、あり、南北方向に約� 100m、東西方向に約� 500mの広がりをもち、遺跡の面積は約� 74，000rrlである。

遺跡の周辺を眺めてみると、大きな建物で言えば、今回報告する細田学園とその北側に隣接するマ

ンション(第� 31地点)が存在するのみで、その他として敷島神社・御巌神社、そして古くから個人住宅・

共同住宅などの小規模住宅が密集していることから、市内でも閑静な住宅地と言えるであろう� O

最近では、個人住宅の建物の老朽化による新築工事や相続による土地売買により分譲住宅建設など

が原因による小 ・中規模開発が急激に増加している状況である。

本遺跡は、これまでに� 135回の調査(平成� 26年� 11月� 25日現在)が実施され、縄文時代草創~晩期、

弥生時代後期、古墳時代後期、奈良・平安時代、中・近世、近代に至る複合遺跡であることが判明して

いるO

[註]
なぬしみやはらなヵ、えもんなヵ、つね

註 11舘村旧記』 は、舘村(現在の志木市柏町 ・ 幸町 ・ 館)の名主宮原仲右衛門仲恒が、享保 12~14 (1 727 ~ 1729) 年に

かけて執筆したものである。

ヶ月間、10月から6486)年(118廻国雑記』は、左大臣近衛房嗣の子で、京都聖護院門跡をつとめた道興准后が、文明� 112註� 

北陸路から関東各地をめぐり、駿河甲斐にも足をのばし、奥州松島までの旅を紀行文にまとめたものである。

[ヨ|用文献]

号7郷土志木』第� 11J大石信濃守の館と十玉坊の所在についての一考察神山健吉� 1988 11廻回雑記」に現れる� 

号31郷土志木」第� 11J道興をめぐる二つの謬説を糾す2002 1

7 



第 1章遺跡の立地と環境

第 2図 因子山遺跡の調査地点 (1/3.000) 平成26年11月 1日現在 
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第2節遺跡の概要

調査地点 面積� CrrD 確認調査日 発掘調査期間 調査原因 遺構の概要 第文3献表No.名文献

第� l地点� 80.41 昭月和� 6163 5 年日 昭和 63 年~ 205 日月� 17日 個人住宅建設 (弥生後期)住居跡 l軒� NO.9 

第� 4地点� 896.00 平成2元6年日� 9月 平成~元1年1月9月12日7日 共同住宅建設 住(縄居文跡)土坑� 1中基世(以弥降生後)土期坑)住居跡 1軒(奈良・平安)� 
9軒(r:þ ttt.L)~~ ).::ttJi:1基� 

NO.13 

第� 5地点� 896.00 平成月元6年日� 11 平成元年� 11日月� 13日~�  
30 

共同住宅建設 土(古坑墳1後基期()中住世居以跡降l)土軒坑(奈2良基 ・平安)住居跡� 9軒 ・� No.13 

第� 6地点� 170.60 平成� 72年日� 6月 平成� 2年� 6日月� 8日� 
~30 

個人住宅建設 (平安)住居跡 l軒(中 ・近世)土坑� 1基� NO.12 

第� 7地点� 167.57 平成� 2年日� 7月� 
17 

平成� 2i:年270 日18月日 個人住宅建設 (平安)住居跡 l軒・溝跡� l本?� No.12 

第� 10地点� 313.83 平月成� 216年日10 平成� 2年月101月418日� 
~ 11 日

共同住宅建設 (縄文中期)住居跡 l軒(弥生後期)住居跡� 5軒� No.17 

第� 13地点� 189.00 平成� 83 月2年日 平成� 3i:年222 日13月日 校舎増築 (古墳後期)住居跡 l軒� NO.17 

第� 19地点� 63.54 平成249年日� 6月 平成 4~年2 17 日月� 6日 共同住宅 (縄文)土坑 2基(平安)住居跡� l軒� NO.22 

第� 21地点� 104.20 平成� 74年日� 9月 平成 4~年289 日月� 8日 道路造成工事 (平安)住居跡 4軒・土坑� l基� No.22 

第� 25地点� 856.00 平成252年日� l月 平成~53年月21月92日4日 共同住宅建設 (縄文早期)炉穴 l基(平安)住居跡� 5軒� No.22 

第� 29地点� 238.05 平成350年日� 8月 平成� 5年9月8月� 31日� 
~9 J=j 6 日

個人住宅建設 (古墳後期)住居跡 1軒(平安)住居跡� l軒� No.15 

第� 32地点� 181.21 平成� 6年日� 7月� 
19 

平成~68年月71月22日9日 個人住宅建設 溝(縄墓文1早基期・)溝土跡坑ll:本基(弥生後期~古墳前期)方形周� NO.16 

第� 37地点� 167.77 平成270年日� 2月 平成� 73年月2月� 27日� 
~3 J=1 11 日

個人住宅建設 (平安か)土坑 2基 ※古墳の周溝の可能性あり� N口� 16

第� 39地点� 154.12 平成� 97 月5年日 平成� 7i:年351 日16月日 個人住宅建設 安(縄)文溝早跡期3)本集石� 2基・炉穴� 2基(縄文)土坑� 3基(平� NO.18 

第� 41地点� 55.80 

平成272年日� 8月 平成:7年9月8月5日28日 個人住宅建設 (平安)住居跡 l軒 ・土坑� l基� NO.18 

第� 42地点� 55.80 

第� 47地点� 114.32 平成� 8年日� 6月� 
12 

平成� 8i:年260 日14月日 個人住宅建設 (平安)住居跡 2軒・土坑� l基� NO.20 

第� 48地点� 74.15 平成月� 84年日� 12 平成� 8年� 172日月� 9日 個人住宅建設 (古墳後期)住居跡 l軒� NO.20 

第� 49地点� 133.47 平成� 99年日� 1月 平成� 9i:年118 日13月日 個人住宅建設 現(平代安))土住坑居跡l基2軒・土坑� l基(中世以降)土坑� 2基(近・� No.20 

第� 69地点� 121.32 平月成� 2142年日� 4 平成� 12年月� 4月� 25日� 
~ 5FI11日 個人住宅建設 居(縄跡文l)軒集・石溝l跡基l(本古墳後期)住居跡� l軒(平安)住� No.26 

第� 78地点� 173.10 平成月� 183日年� 6 平成� 13年月� 6月O 13日� 
~7 F1 1 日

個人住宅建設 (縄文)集石 l基(平安)住居跡� 2軒� No.28 

第� 81地点� 89.62 平月成� 3104 5 年日 平成� 14'年276日月� 10日 個人住宅建設 古(平墳安の)周住溝居の跡可l能軒性・あ土り坑� l基 ・溝跡� l本 ※溝跡は� NO.30 

第� 93地点� 175.46 平月成� 1178 4 年日 平成� 18年月� 4月2 24日� 
~5 F1 1 日

個人住宅建設 (縄文早期)土坑 l基(平安)住居跡� 3軒� No.45 

第� 96地点� 55.75 平成月� 199日年� 7 平成� 19年� 8月� 20日 個人住宅建設 土(縄坑文l)土坑� lッ基ト(古墳後期~平安)溝跡 l本(平安)
基 ・ピ� l本� 

NO.45 

第� 1点07地� 105.78 平成月� 2109年日� 12 平成� 21年102日月� 5日 個人住宅建設 (古墳後期)住居跡 l軒(平安)住居跡� l軒� No.51 

第� 1点21地� 145.73 平成月� 293日年� 3 平成 23~年289 日月� 12日 個人住宅建設 世(縄以文降早)期坑)集l石基l基 ・ピット� 5本 ・遺物包含層(中
土 ・ピット� l本� No.52 

(未報告資料を除く)

第� 2表 田子山遺跡発掘調査一覧� 
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第� 1章遺跡の立地と環境� 

No 報 告書名 干IJ行年 シリーズ名 発刊者 報� l 筆 者

西原 ・大塚遺跡発掘調査報告� 1975 志木市の文化財第� 4集 志木市教育委員会
井上園夫 ・落合静男 ・

谷井彪 ・宮野和明� 

2 西原大塚遺跡第� 3地点 中野遺跡第� 2地点発掘調査報告書� 1985 志木市遺跡調査会調査報告第1:集 志木市遺跡調査会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

3 新邸遺跡発掘調査報告書� 1986 志木市遺跡調査会調査報告第� 2集 志木市遺跡調査会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

4 新邸遺跡第� 2地点西原大塚遺跡、第� 4地点発掘調査報告書� 1987 志木市遺跡調査会調査報告第� 3集 志木市遺跡調査会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

5 城山遺跡発掘調査報告書� 1988 志木市遺跡調査会調査報告第� 4集 志木市遺跡調査会
佐々木保俊・尾形則敏 ・

神山健吉� 

6 中道遺跡発掘調査報告書� 1988 志木市遺跡調査会調査報告第� 5集 志木市遺跡調査会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

7 城山遺跡長勝院地点発掘調査報告書� 1987 志木市の文化財第� 11:集
志木市教遺育跡委調査員会会

宏、志木木ロ市ータリークラブ
佐々木保俊� 

8 宏、木市遺跡群� I 1989 志木市の文化財第� 13集 志木市教育委員会 佐々木保俊・尾形則敏� 

9 宏、木市遺跡群E 1990 志木市の文化財第� 14集 志木市教育委員会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

10 
西原大塚遺跡第� 7地点新邸遺跡第� 3地点中野遺跡第� 7地点� 
中野遺跡第� 8地点 城山遺跡第� 6地点発掘調査報告書� 

1991 志木市の文化財第� 15集 志木市教育委員会 佐々木保俊・尾形則敏

11 志木市遺跡、群皿� 1991 志木市の文化財第� 16集 志木市教育委員会 佐々木保俊 ・尾形県IJ敏� 

12 志木市遺跡、群� N 1992 志木市の文化財第� 17集 志木市教育委員会 佐々木保俊・尾形則敏� 

13 中道遺山跡遺第� 12地点発中掘道調遺査跡報第告� 1書3地点 目子山遺跡第� 4地点、
田子 跡、第� 5地点� 

1992 志木市の文化財第� 18集 志木市教育委員会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

14 志木市遺跡群� V 1993 志木市の文化財第� 20集 志木市教育委員会 尾形則敏� 

15 志木市遺跡、群VI 1995 志木市の文化財第� 21:集 志木市教育委員会 尾形則敏� 

16 志木市遺跡群� VII 1996 志木市の文化財第� 23集 志木市教育委員会
佐々木保俊 ・尾形則敏 ・

深井恵子� 

17 跡地中1城地第道点山点遺遺 1遺第41市6書12i13中跡跡地因野第第点子遺山跡6Z西地遺地第原跡点点1式第1発地爆城叩掘点遺山調地跡唱査点第中団報亦野第2告中遺i地道跡3点遺地第跡点第地場西2点裏1原地遺大点市跡家場第遺因裏跡2子遺地第山跡点� 1996 志木市の文化財第� 24集 志木市教育委員会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

18 志木市遺跡群VJll� 1997 志木市の文化財第� 25集 志木市教育委員会 佐々木保俊 ・尾形則敏� 

19 
西原大塚の遺跡 西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査� 
概報

1998 
酋志原木特市定遺土跡地調区査画会整理

組合� 
佐々木保俊

20 志木市遺跡群� 9 1999 志木市の文化財第� 27集 志木市教育委員会 尾形則敏 ・深井恵子� 

21 志木市遺跡群� 10 2000 宏、木市の文化財第� 28集 志木市教育委員会 尾形則敏 ・深井恵子� 

22 埋蔵文化財調査報告書� l 2000 志木市の文化財第四集 志木市教育委員会 尾形則敏 ・深井恵子

23 西原大塚遺跡第� 45地点発掘調査報告書� 2000 志木市遺跡調査会調査報告第� 6集
志木市遺跡調査会

小松フォークリフト株式
会社

佐々木保俊 ・内野美津� 

江 ・宮川幸佳 ・上田寛�  

24 志木市遺跡群� 11 2001 志木市の文化財第� 30集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・佐々木保俊 ・

内野美津江� 

25 埋蔵文化財調査報告書� 2 2001 志木市の文化財第� 31:集 志木市教育委員会 尾形則敏 ・深井恵子� 

26 志木市遺跡群� 1 2 2002 宏、木市の文化財第� 32集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・佐々木保俊 ・

深井恵子� 

27 埋蔵文化財調査報告書� 3 2002 志木市の文化財第� 34集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・佐々木保俊 ・

深井恵子 ・佐々木潤�  

28 志木市遺跡群� 1 3 2003 志木市の文化財第� 35集 志木市教育委員会 尾形則敏・深井恵子� 

29 
中野遺跡第� 49地点一東京電力志木変電所の埋蔵文化財発掘調� 
査報告ー

2004 志木市遺跡調査会調査報告第� 7集 志木市遺跡調査会
尾形則敏 ・深井恵子 ・

青 木 修 �  

30 志木市遺跡群� 1 4 2004 志木市の文化財第� 36集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・深井恵子 ・

青 木 修 �  

31 西原大塚遺跡第� 111地点� 2005 志木市遺跡調査会調査報告第� 8集 志木市遺跡調査会
佐々木保俊 ・内野美津

江 ・宮川幸佳

第� 3表志木市発掘調査報告書一覧(� 1 ) 
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第2節遺跡の概要�  

No 報 告 書 名 刊行年 シリーズ名 発刊者 ヰ手l 全経 者� 

32 西原大塚遺跡第� 110地点� 2005 ;t;71て市遺跡調査会調査報告第� 9集 志木市遺跡調査会
佐々木保俊 ・内野美津江 ・

宮川幸{圭� 

33 城山遺跡、第� 42地点� 2005 志木市遺跡調査会調査報告第� 10集 志木市遺跡調査会
尾形員IJ敏 ・深井恵子

青木修�  

34 志木市遺跡群� 15 2006 志木市の文化財第� 37集 志木市教育委員会 尾形則敏 ・深井恵子� 

35 新邸遺跡第� 8地点� 2007 志木市遺跡調査会調査報告第� II集 宏、木市遺跡調査会
尾形則敏 ・深井恵子

青 木 修 �  

36 中道遺跡、第� 65地点� 2007 志木市遺跡調査会調査報告第� 12集 志木市遺跡調査会
尾形則敏 ・藤波啓容

青柳美雪� 

37 
西原大塚遺跡告書r ~皿 西原特定土地区画整理事業に伴う� 
発掘調査報

2009 志木市遺跡調査会調査報告第� 13集 志木市遺跡調査会
佐々木保俊 ・内野美津江

宮川佳幸� 

38 志木市遺跡群� 16 2008 志木市の文化財第� 38集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・深井恵子

青 木 修 �  

39 西原大塚遺跡第� 13!査8報地告点書 西原大塚遺跡第� 154地点� 
埋蔵文化財発掘調

2008 志木市遺跡調査会調査報告第� 14集 志木市遺跡調査会
尾形則敏 ・深井恵子

青 木 修 �  

40 
芭子原山遺大塚遺跡第� 120地点、 西原大塚遺跡、第� 131地点 閏� 

跡第� 97地点埋蔵文化財発掘調査報告書
2008 志木市遺跡誠査会調査報告第� 15集 志木市遺跡調査会

佐々木保俊 ・内野美津江

宮川幸佳� 

41 志木市遺跡群� 17 2008 志木市の文化財第� 39集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・深井恵子

青 木 修 �  

42 城山遺跡第� 61地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2008 志木市遺跡調査会調査報告第� 16集 志木市遺跡調査会
尾形則敏 ・深井恵子

青木修�  

43 城山遺跡第� 58・60地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2008 志木市遺跡調査会調査報告第� 17集 志木市遺跡調査会
尾形則敏 ・藤波啓容

鈴木徹 ・中村真理� 

44 埋蔵文化財調査報告書� 4 2009 志木市の文化財第� 40集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・深井恵子

青木修�  

45 志木市遺跡群� 18 2009 志木市の文化財第� 41:集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・深井恵子

青 木 修 �  

46 西原大塚遺跡第� 108地点埋蔵文化財発掘調査報告占� 2009 志木市の文化財第� 42集 志木市教育委員会
佐々木保俊 ・尾形則敏

坂上直嗣 ・青池紀子他� 

47 中野遺跡第� 71地点 埋蔵文化財発掘調査報告 -~ 2010 宏、木市の文化財第� 43集 志木市教育委員会 佐々木保俊 ・内野美津江� 

48 市場裏遺跡第� 13地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2011 志木市の文化財第� 44集 志木市教育委員会
徳留彰紀 ・尾形則敏

青木修�  

49 志木市遺跡群� 19 2011 ;t;71て市の文化財第� 45集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

深井恵子 ・青木修�  

50 城山遺跡第� 63地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2011 志木市の文化財第� 46集 志木市教青委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

坂上直嗣 ・青池紀子他� 

51 西原大塚遺跡第� 169地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2012 志木市の文化財第� 47集 志木市教育委員会 徳留彰紀 ・尾形則敏� 

52 城山遺跡第� 62地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2012 志木市の文化財第� 48集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

深井恵子 ・青木修�  

53 城山遺跡第� 72地点埋蔵文化財発掘調査報告さ� 2012 志木市の文化財第� 49集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

村上孝司 ・青池紀子他� 

54 因子山遺跡第� 121地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2012 志木市の文化財第� 50集 志木市教育委員会
徳留彰紀 ・尾形則敏

藤波啓容� 

55 志木市遺跡群� 20 2013 ;t;バて市の文化財第 51;集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

深井恵子 ・青木修�  

56 城山遺跡第� 76地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2013 志木市の文化財第� 52集 志木市教育委員会
尾形買リ敏 ・大久保 聡

白崎智隆� 

57 城山遺跡第� 64地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2013 志木市の文化財第� 53集 宏、木市教育委員会
尾形則敏 ・深井恵子

青木修

58 城山遺跡第� 71地点埋蔵文化財発掘調査報告替� 2013 志木市の文化財第� 54集 志木市教育委員会

尾形則敏 ・大久保聡�  

中山哲也 ・二瓶秀幸 ・稲

村太郎 ・加藤夏姫� 

59 西原大塚遺跡第� 174①地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2013 志木市の文化財第� 55集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

藤波啓容・松木綾子� 

60 西原大塚遺跡第� 179地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2014 志木市の文化財第� 56集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・大久保総

二瓶秀幸・本山直子� 

61 中野遺跡第� 78地点埋蔵文化財発掘調査報告書� 2014 志木市の文化財第� 57集 志木市教育委員会
大久保聡 ・尾形則敏

青木修�  

62 志木市遺跡群� 21 2014 志木市の文化財第� 58集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・大久保聡

深井恵子 ・青木修�  

63 埋蔵文化財調査報告書� 5 2014 志木市の文化財第� 59集 志木市教育委員会
尾形則敏 ・徳留彰紀

深井恵子 ・青木修

第 3表志木市発掘調査報告書一覧� (2) 



第2章発掘調査の概要

第� 2章発掘調査の概要

第� l節調査に至る経緯

平成� 26年 1月、学校法人細田学園(以下、細田学園)及び大成建設株式会社より志木市教育委員会(以

下、教育委員会)ヘ土木工事計画地内における埋蔵文化財の取り扱いについて照会があった。工事計画

は志木市本町2丁目� 1700 - 1 (面積 2，196.00rrDにおいて、校舎建替工事を行うものである。

教育委員会は、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地である因子山遺跡(コード� 11228-09-010)及び南

側部分(既存校舎部分)については隣接地に該当するため、概ね下記のとおりに回答した。� 

1.埋蔵文化財確認調査(以下、確認調査)及び試掘調査を実施した上で、当該地における埋蔵文

化財の有無及び取り扱いについて協議する。� 

2.確認調査及び試掘調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、保存措置を講ずること。また、現

状保存及び盛土保存が不可能である場合、記録保存(発掘調査)を実施する必要があること。

さらに、現地にはまだ既存校舎が建っているという乙とで、その状況確認と確認調査の箇所、そし

て校舎解体の時期等を判断することを目的に一度現地打合せを行うことで決定した。

平成� 26年 1月� 20日、教育委員会は、工事主体者である学校法人細田学園(理事長 細田洋一郎)

から確認調査依頼書を受理した。� 

2月� 5目、現地打合せを行った。その結果、既存校舎が建っていない中庭部分を先行して確認調査

を実施し、既存校舎部分については、基礎部分(フーチング箇所)を残し解体作業を行い、その後試掘

調査を行うこととし、さらに受水槽設置部分と配管部分についても設計図が整い次第にその位置が決定

した後に実施することとした。

確認調査は、その後の日程調整により、中庭部分を� 2月� 18日から� 20日にかけて実施することとした。

しかし、 2月� 14日から� 15日にかけての大雪の影響により、確認調査の日程を� 2月� 26日から� 28日に

変更し実施する乙ととなった。調査は中庭部分の長方形の区画に対し、長軸のほぼ南北方向に� 4本のト

レンチを基本に設定し、バックホーで表土を剥ぎ¥遺構確認作業を行った。その結果、縄文時代の土坑

3基、平安時代の住居跡2軒 ・ピット� 16本ほど、中世以降の土坑4基ほどが検出された(第3図)。� 

3月� 11目、教育委員会は細田学園に確認調査の結果を報告し、今後の確認調査及び試掘調査の実施

時期について検討した。その結果、既存校舎部分については、試掘調査を解体後に実施し、その後に契

約締結などの手続きをするのでは工事完成時期が大幅に遅れてしまうと申し入れがあったため、既存校

舎部分の試掘調査については、基礎部分の影響があるかどうかをまず� 1階床部分の一部(調査区南東隅)

を解体し、その部分の試掘調査を実施することに決定した。つまり、その試掘調査の結果次第では、今後、

遺存状態が良好な場合は、既存校舎部分のすべての範囲で試掘調査を実施する必要があるため、既存校

舎部分の� l階床の解体をすべて先行して実施し、その後に試掘調査を実施する乙ととし、また遺存状態

が悪い場合は、既存校舎部分の掘削工事がすべて同じ条件で行われていたものと判断することで、埋蔵

文化財の所在は無いものと判断し、その後の確認調査を実施しないことで合意となった。� 

3月� 31日、既存校舎部分の一部(調査区南東隅)の試掘調査を細田学園及び大成建設の立会のもと

実施した。調査は� 1教室分の範囲であり、ほぼ東西方向に� 1本のトレンチを設定し、バックホーで表土
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第� 1節調査に至る経緯

を剥ぎ、遺構確認作業を行った。その結果、基礎工事の深度はフーチング部分及び校舎外回り部分のみ

が深く、それ以外では、現況GLより深さ約� 80cmで、ローム面が確認で、き、遺存状態が良好であること

が判明した。その結果については、調査状況を見てもらいながら、細田学園及び大成建設に説明し、理

解を得ることにより、今後の試掘調査については、既存校舎部分の� l階床の解体後に再度実施すること

となった。� 

4月� 2日、受水槽部分及び配管部分の確認調査を実施した。その結果、受水槽設置部分では、平安

時代のピット� 3本と、配管部分では古墳時代後期~平安時代の住居跡3軒ほどが検出された。� 

4月� 8日、志木市埋蔵文化財保存事業取扱要綱に基づき、学校法人細田学園から、志木市埋蔵文化

財保存事業委託申請書を受理した。� 

4月� 10日、既存校舎部分の試掘調査を実施した� O その結果、調査区全体で平安時代以降のピット� 

15本ほどが検出された。そのため、同日には大成建設に対し、 今回の確認調査及び試掘調査の全体の

結果報告を行い、同時に大成建設には発掘調査箇所及び調査面積を確定した。調査面積については、工

事予定面積� 2，196.00mのうち� 1，076.12mと決定した。

その後、指名委員会により担当課契約と決定したため、民間調査組織� 5社による見積書徴収を行った。

その結果、共和開発株式会社(代表取締役 加藤 直秀)が最低価格提示者と決定したため、志木市(市

長 香川 武文)との間で� 5月� 21日、委託契約を締結した。同日、委託申請者である学校法人細田学

園と埋蔵文化財保存事業にかかる協議書を取り交わし、同時に委託契約を締結した。

以上により、教育委員会を調査主体に共和開発株式会社が支援することにより、� 6月2日より発掘

調査を実施したO

第� 2節調査の経過と調査方法

本調査は、平成 26 年 2 月 26 日 ~4 月 10 日の聞に行われた確認調査の結果とその後の協議を経て、

平成 26年 6月2日より現地作業者E開始した。調査面積は� 1，076.12ばである。

調査は、敷地内の校舎新築範囲がその対象となり、中央部分を� l区、南側を� 2区・� 3区として、調

査区北東から北側を� 4区として調査を進めた(第� 3図)。

平成 26 年 5 月 26 日 ~30 日にかけて、資材の搬入・基準点移動などの準備作業を行い、 6 月 2 日

より調査を開始した。

建設工事との関係で、� 3区の調査を先行して行い、� 1• 2区の調査と並行して� 4区の調査を行った。

調査区内の表土は重機によって除去した。発生土は調査区脇に仮置きし、各区の調査終了後に埋め

戻しを行った。

表土除去後、遺構確認及び検出写真撮影を行い、その後、遺構の調査を開始した。遺構は、断面観

察のために覆土を半裁またはベルト状に残して掘り下げ、覆土の堆積状況を記録したO 遺構の平面図に

ついては、トータルステーションにて国家座標と標高を記録し、現場にて図化した。遺物は出土位置を

記録して取り上げを行い、微細な破片については、遺構及びグリッドごとに一括して取り上げた。

発掘調査は、 3 区は 6 月 2 日 ~6 月 4 目、 1 • 2 区は 6 月 4 日 ~7 月 28 日まで、行った。 4 区は 6 月 
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一的哨 申� φ16 

日 直3昌也巨三ヨ
ト-4河 φ" ・14 

lOTr 9Tr-B 9Tr-A 

。� 5=1:500 Om

第2章発掘調査の概要

〈各区別調査面積〉� 

第� 1区� 

第� 2区� 

第� 3区� 

第4区� 

第� 3図 確認調査時の遺構分布図と調査区設定状況(1/500) 
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第� 2節 調査の経過と調査方法� 

25日から� 6月� 27日までに南東側を調査し、� 8月� lから� 8月� 8日まで北側の調査を実施した。8月� 11

日以降� 4区の埋戻しと撤収作業を開始し、� 8月� 17日に現地での作業をすべて終了した。

平成26年� (2014) 
6月� 7月� 8月� 

l区調査
2区調査� 
3区調査� 
4区南東調査� 
4区北側調査� 

- 空� 7r- ミ� 
73H 

74H 


← 
75H 

L J ← ← 
76H 

4ト←- ト一一一� ← 
13M 

ト一一一� r一一一一一� 
14M 

ート一一� -圃阻・
4T 

ト一一� トー

219D 一ートー-・・・圃園-
220D 

ト一一一� 
221D - ト一一一 一一←一一一一一 ト一一一� 
222D 

ド� 

223D 
ト一一一 十� 

224D 
225D 
226D 

」竺ー一� 

--ト一一ー+ 

」-卜一一一 ト瞳皿作業� 

+ー 

第� 4表 因子山遺跡第� 131地点の発掘調査工程表

第� 3節 基本層序

本調査区内では、� 5箇所の旧石器時代試掘坑を設定し、基本層序を記録した(第� 4図)。� 

。� 
4予� 

イザ� 

TP1 TP2 


E G H 

ご二コζ二二 二=二畳二三12 

皿� 
n門ハ田 門川 」八¥JノJ¥---へJ、� 

N W 

13.7m--一一一、~一一' 一~-ーー)戸一、ー13 一 V
一一ー~戸、一-~、一 、戸戸ーーー¥一ー-----------

~ ~ 
r 一一一百)ーー----で;ァー一一
ー--------ーへ一一----.rー(ー� 

14 1区� IX 
氏

一fーす~ヘ 二三こ二沼こここ� 
Xb 

15 4妙
TP4 TP5 

=二二匹二二 Ub 

一一一ー一一止とー，--一-
'" 

~\〆「ノ\~ 
N N2区� 

01O m  

Ia層 階褐色土� 4 コンクリートを含む近現代の表土居。粘性 ・しまりやや弱し、。� 
Ib層 暗褐色土近世 ・近代の耕作土層。粘性 ・しまりやや弱い� 

llb層 階褐色土縄文時代の遺物層。粘性 ・しまりやや強い。
日c層働色土 ローム漸移届。粘性 ・しまりやや弱い。
皿層 褐色土 ソフト ローム層。粘性 ・しまりやや強い� 
IVa層 明褐色土ー ハードローム層上位。粘性 ・しまりやや強い。� 
IVb層 明褐色上ハードローム層下位。粘性 ・しまりやや強い。� 
V層 筒色土第�  I，'.u色{Wo 粘性 ・しまりやや強い。� 
VI層 明褐色土� AT層。粘性やや強く、 しまり強い。� 

vn層 階褐色土第日照色格上位。粘性やや強〈、しまり強い。� 
IX層 階褐色上節 目 黒色~H=下位。 粘性やや強く、しまり強い。 
Xa層褐色土�  X層上位。粘性 ・しまり強い。� 
Xb}笥 悩色上� X問中位。粘性・しまり強い。� 

13.7.!!!...一一一一一一一一一一一 一� vv 
-一一一一一一一ー一一一~

羽 一一一ー一一一一一一一一一一一
一一一ーす一一一 四

阪 民�  

-----Xa Xaーーー←� λ -- --==Xb 

ご二三::&.E二二 一一一一一一一

TP3 

ヱこオとこ� 

A イ 刈

，ー~】戸ーー~戸ーー、、ーー

一一一一一ーベごと咽

二二三喜ごこ� 

2m 

第� 4図 基本層序(1/500・1/60) 
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第� 2章� 発掘調査の概要
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第� 5図� 遺構分布図(1/500)
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第� 1節縄文時代

第3章検出された遺構と遺物 


第� 1節縄文時代�  

( 1 )概要

縄文時代の遺構は、土坑� 4基 ・ピット� 12本が検出された。遺物は、縄文土器� 28点(早期� 17点・

中期� l点、時期不明� 10点)、石器� l点(石皿)である。縄文時代の遺構の分布傾向は集中がみられず¥

非常に散漫な分布である O 遺物の出土傾向も同様で、遺構から出土した遺物は� 219号土坑から出土し

た� 1点だけで、ピットからの出土はみられなかった。� 

(2)土坑  

219号土坑

遺 構 (第 6図/図版 2-2) 

[位 置]� (H- 17)グリッド。

[検出状況] 2区中央で検出された。

[構 造]平面形:楕円形である。 断面形:浅い皿形を呈する。壁面はなだらかに立ち上がり、底面

はほぼ平坦である。 規模:長軸� 210cm/短軸� 115cm/深さ� 35cm。長軸方位� : N-20 -Wo 

[覆 土]暗黄褐色土を主体とした� 2層に区分される。

[遺 物� ] 1点の縄文土器が出土しているが細片のため図示していないが、早期条痕文系土器である。

[時 期]出土遺物と覆土の様子から、縄文時代早期と考えられる。� 

220号土坑

遺 構 (第 6図/図版 2-3) 

[位 置]� (J - 13)グリッド。

[検出状況] 1区北西側で検出された。

[構 造]平面形:楕円形。 断面形:浅い皿形を呈し、壁面はなだらかに立ち上がり、底面はほぼ平

坦である。 規模 :長軸 110cm/短軸� 90cm/深さ� 54cm。長軸方位� : N -620 -Wo 

[覆 土]暗黄褐色土を主体とし、� 2層に区分される。

[遺 物]なし。

[時 期]覆土の様子から、縄文時代と考えられる。� 

221号土坑

遺 構 (第 6図/図版� 2-4) 

[位 置]� (G- 15)グリッド。

[検出状況] 2区中央西側で検出されたO

[構 造]平面形:楕円形。断面形:浅い皿形そ呈し、壁面はなだらかに立ち上がり、底面はほぼ平

坦である。 規模:長軸� 123cm/短軸� 88cm/深さ� 20cm。長軸方位� : N-340
- Eo 

7
 



第� 3章検出された遺構と遺物

[覆 土]暗黄褐色土を主体とし、� 2層に区分される。

[遺 物]なし。

[時 期]覆土の様子から、縄文時代と考えられる。� 

226号土坑

遺 構 (第 6図/図版� 2-5) 

[位 置]� (0- 1)グリッド。

[検出状況] 4区北西部で検出された。

[構 造]平面形:楕円形。断面形:浅い皿形を呈し、壁面はなだらかに立ち上がり、底面はほぼ平

坦である。規模:長軸� 95cm/短軸� 85cm/深さ� 14cm。長軸方位:� N-85
0

-Wo 

[覆 土]暗黄褐色土そ主体とし、単層である。

[遺 物]なし。

[時 期]覆土の様子から、縄文時代と考えられる。� 

(3) ピッ卜

本調査地で検出したピット� 25本のうち、覆土の様子から� 12本を縄文時代に帰属するものと した。

これらのうち、遺物の出土したピットはなく、 一覧表にて報告する(第� 5表)。確認されたピットに明

確な配列などは認められなかった。� 

f /¥¥  

~ 

ー-A'

一- 1̂ 

ミぷミI
 
1層 階黄褐色土 ローム粒(後l~自凹) ・焼土粒 ・炭

化粒(径1~2mm) を微最含む。 粘性 ・ しまりやや
強し、。� 

2層� H古1竜他色土 ローム粒(径1~8mm) ・炭化粒(径� 
1 ~2n凹)を微最含む。 粘性 ・ しまりやや強し、。 

219号土坑

A146 A' 

一
m 

一 ぶぷ気対� 
l庖暗~褐色土ローム粒(後J~5皿)を延長主� 

少量含む。粘性・しまりやや弱い。� 
2局 暗黄褐色土ーローム粒(径J~3mm)

1l習暗黄褐色土ローム粒(径1~811凹)を 焼土粒(径1~2凹)を微量含む。 粘性・

微量含む。粘性・しまりやや強い。� しまりやや強い。� 

2層暗黄褐色土ローム粒(径1~8阻)
炭化粒(径J~2mru) を微量含む。 粘性 221号土坑
しまりやや強い� 

220号土坑

第6図縄文時代土坑(1/60)

A.!.!6m 

~~~~~ 
l層階黄褐色土ローム粒(径1~5OJm)

を微量含む。粘性 ・しまりやや強し、。� 

226号土坑

2m 

遺構名 グリ ッド 地区� 平面形 長軸 短軸 深さ 覆土

1P A-16 3区� 円形� 36 32 20 暗黄褐色土

2P c-18 3区� 円形� 42 41 21 暗黄褐色土

3P D -17 3区� 円形� 59 51 22 暗黄褐色土

4P D-18 3区� 円形� 34 31 42 暗褐色土

5P D - 17・18 3区� 円形� 36 33 52 暗褐色土

6P E-18 3区� 楕円形� 46 23 19 暗黄褐色土

17P J-14 l区� 楕円形� 65 53 24 暗黄褐色土

18P J-14・15 l区� 円形� 73 60 28 暗黄褐色土

19P J . K-13 1区� 円形� 66 57 27 暗褐色土

20P 1- 14 l区� 円形� 51 49 25 暗黄褐色土

21P 1- 14 l区� 円形� 37 35 25 暗褐色土

22P J-14 l区� 楕円形� 37 33 19 暗褐色土

第� 5表縄文時代ピット一覧� 
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第� 2節弥生時代後期

第� 2節弥生時代後期� 

( 1 )概要

弥生時代後期の遺構として、住居跡� l軒を調査したO 遺物は、住居跡から壷・養・高杯など、合計� 

19点出土しており、大半が� 24号住居跡からの出土である。� 

(2)住居跡 

24号住居跡

遺 構 (第 7図/図版� 3-1 ・2)

[位 置]� (M・N- 1)グリッド。

[検出状況] 4区北西部で検出された。北 ・西側が調査区外に至り、北側の第� 31地点において北側半

分の調査がされている。

[構 造]平面形:楕円形。 規模:長軸(南北)� 2.10m、短軸(東西) 1.80mを測る。床面までの深

さは約� 20cmで、あるが、壁面での観察では� 35cmの深さを確認している。 主軸方位:不明。 壁溝:なし。

床面:貼床。厚さは� 5cm前後。炉:住居跡南東部の床面に長軸� 42cm、短軸� 20cmの焼土の分布が認めら

れる。火床は明確ではないが、炉と判断している。柱穴:なし。

[覆 土]暗褐色土を主体とした 4層に区分される。床面直上の 4層には焼土の混入が多く、床面上

には炭化物も分布していることから、焼失住居であると推定される。

[遺 物]� 17点の遺物が出土した。すべて弥生土器であり、壷� 13点、護� 3点、高杯� 1点である。

[時 期]弥生時代後期後葉。

遺 物 (第 8図/第� 6表/図版� 7 -1) 

lは壷口縁部から頚部で、頚部に� S字状結節文が施される。� 2は壷胴部から底部で、底部には木葉

よ=・コh

国
�
 
.
i
!

関査区外

間
査
区
舛
�
 

. 被熱赤化範閤� 

A-A'・� B-B' 

l層	 黒褐色上 ローム絞(径 1 ~3胴)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

2層 階偽色土 ローム粒(径1~3凹) ・ 炭化粒(筏 1 ~2mm) を微量含む。 粘
性 ・しまりやや強い. 

3層 階褐色上 ローム粒(径1~3凹) ・ 焼土粒 ・ 炭化粒(径 1 ~5mm) を少量

含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
4層 県褐色土 ローム粒(径 1 ~3阻)を微量、焼上粒 ・ 炭化粒(径 J ~5凹)

を多量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
5届	 1立褐色土 ローム粒(径 l~jO皿四)を多量、炭化粒(径 1 ~2 D1m) を微

含む。粘性 ・しまりやや強い。� 

2m 

4 

第� 7図� 24号住居跡(1/60) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

痕が残る。� 3は壷頚部で、沈線区画内に無節の斜縄文、円形赤彩文が施される。� 4は高杯で内外面とも

に赤彩され、全面に丁寧なヘラ磨き調整が施される。

~日べ\t?:;:~;~... .~ ~f{1t吋J


叱噌~~.:， 長!- ~~ 


O 10cm
3 

第� 8図� 24号住居跡出土遺物� (1/4)

長~-:~~ョ~1:~~..l 
ヌFザ‘:i~?J~ι行事、，

:~;~;?)か~':J::i~，治、.;
d呼吸吉井主l~XF{-::~ぉ 

λ時笥なト主主� 
'l~"l‘， ~~~-;y;~~~;~

~_~ ."..， はおt一九.-
γ~::~~~\~\1民ヨ3 ドモ1!;:'，' 

， _，-:.....~ ...，. C"'.. 

口径
挿番号図 器種 遺存昔日位 器高 出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調

底径

第� 8図
壷� 部口縁部~頚� 

12.0 
[80] 上層 外内面 白縁縁部部績横ヘナデラ/ミ横ガヘラ磨部き調S整

商口 キ/頚 字状結節文3条/赤彩
細粗砂粒少量
褐色粒子微量

良好 外内面面 明明褐褐色色

第� 8図
2 

牽
胴上部~底� 
部� 

[109] 
7.4 

下層� 
内面胴部横ナデ/輪積痕
外面 横 ・斜ハケ目調整/内面ヘラナデ/輪積痕/底部木葉痕

細粗砂粒少量 良好 外内面 明褐色
面明褐色

第� 8図� 
3 

壷 頚部被片� [7.0] 上層
外面 頚部沈線区画内無節� L斜縄文 ・円形赤彩文� (3)I無文部
赤彩

細粗砂粒少量
褐色粒子微量

良好 外内面 明褐褐色
面明色

第� 8図� 
4 

高杯� 7¥:ffノ， 
19.1 
22.05 
11.4 

下層� 内面 白縁部横へラ磨き調整/縦体へ下ラ部磨縦きミ調ガ整キ//内脚外部面内赤菌彩検ハケ
目調整 ・頭調整/ 外 面 横

細組砂粒多量 良好 外面 赤赤褐色
内面 褐色

第� 6表� 24号住居跡出土遺物一覧� 
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第� 3節古墳時代時代後期・平安時代

第� 3節古墳時代後期・平安時代� 

( 1 )概要

古墳時代後期~奈良・平安時代の遺構として、住居跡� 4軒、掘立柱建築遺構� l棟・溝跡� 2条・土坑� 4基・

ピット� 13本を調査した。遺物は遺構外出土も含め、須恵器、土師器、土製品、鉄製品など合計� 792点

が出土した。� 

(2)住居跡 

73号住居跡

遺 構 (第 9~ 11 図/図版 3-3~ 5)

[位 置] (G- 17・18)グリッド。

[検出状況] 2区中央北部で検出された。南西隅を近代の撹乱により削平され、南東側を� 13号溝に切

られる。

[構 造]平面形:方形。 規模:長軸(東西)� 3.50m、短軸(南北)3.30mを測る。床面までの深さ

は約� 45cm。主軸方位:� N-9
0

-W。壁溝:北東隅を除いて全周する。 床面:貼床。厚さは� 3cm前後。

力マド:北壁中央に位置する。北東部には棚状施設が付属する。規模は長軸� 185cm、短軸� 110cm、深

さ� 50cmを測る� 住居北壁から煙道の先端まで約� 130cmを測り、煙道部が非常に長い。柱穴� :2本確認O

された。南側中央部の� P1は出入口ピットと推定される。

[覆 土]暗褐色土を基調とした� 7層に区分される。おおむね自然堆積の様相を呈する。

[遺 物]� 70点の遺物が出土した。須恵器� 10点、土師器� 59点、鉄製品� l点が出土している。鉄製

品は細片で器種は不明である。

[時 期]平安時代、� 9世紀前葉(鳩山V期)と考えられる。

遺 物 (第 12図/第7表/図版 7-2) 

4 点を図示した。 1~3 は須恵器杯である 。 1 • 2は底部周縁部ヘラ削りが施され、� 3は底部糸切後

無調整である。� 4は土師器嚢である。接合しないが、胎土の様相から同一個体と推測される。� 

74号住居跡

遺 構 (第 13~ 17 図/図版 3-6~4 -4)

[位 置]� (J • K-12・13) グリッド。

[検出状況] 1区中央北部で検出された。南西隅部を近代の畝に切られる。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸(東西)� 3.80m、短軸(南北)3.30 mを測る� 床面までの深O

さは約� 35cm。主軸方位:� N-97
0 

-Wo 壁溝 :南壁際、北東角部にめぐる。 床面 :貼床。厚さは 3cm 

前後。 カマド:� 3箇所検出された。西側のカマドが最も新しく袖部も残存しており、その他のカマドは

袖部が残されておらず、古いカマドと判断している。西壁中央のカマドをA、東壁中央南寄りのカマド

をB、北壁中央東寄りのカマドを� Cとした。カマド� Aの規模は長軸� 115cm、短軸� 95cm、深さ� 32cmを測

Oる。カマド� Bは長軸� 90cm、短軸� 70cm、深さ� 38cmを測る� 住居内の袖部は認められず¥燃焼部奥と煙

道部が確認された。掘り方では住居内にも掘り込みが認められた。カマド� Cは長軸� 90cm、短軸� 70cm、

フ
ω 
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A - A'・6 - 6' 

l府 県掲色土 ローム粒(径 1~5 Dl m ) を微量含む。 粘性 ・ しまりやや弱い。 

2層 黒色土 ローム粒 ・ 粘土粒 ・ 焼土粒(径 1~5凹)を微赴含む。 粘性 ・ しまりや
や弱い。� 

3層� JI音褐色土 ローム粒(径 1~5凹)を少量含む。 粘性 ・ しまりやや弱い。 
4庖 黒褐色土 ローム粒(径 1 ~3凹) ・ 粘土粒(径 1~2mm) ・ 焼土粒(筏 1~3剛)

を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
5居 黒褐色土 。 ローム粒(径 1~8幽)を少量、粘土粒(後 1 ~3mrn ) を微盆含む。 粘

性 ・しまりやや弱い。� 

6層� H音茶褐色土 ローム粒(径 1 ~5凹) ・ 粘土粒 ・ 焼土粒(径 1 ~3Dl rn ) を微量含む。
粘性 ・しまりやや強い。� 

7層 階茶褐色上 ローム粒(径 1 ~8皿)を少盆、焼土粒(径 1 ~3凹)を微量含む。
粘性 ・しまりやや弱い。� 

8層 階茶褐色土 ローム粒(径 1 ~8阻)を多量、 粘上粒(径 1~3 m皿)を微盆含む。
粘性 ・しまりやや強い。

日� 

2m 

第� 9図� 73号住居跡・掘り方(1/60) 
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第� 3節 古墳時代時代後期・平安時代
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l層 階褐色土焼土粒(径 1 ~ 10ß皿)を多品、粘上粒(径 1 ~10mm) を少量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

2屑 灰白色土焼土粒(径 1~10mm ) を多量、暗褐色土粒(径 1 ~5mm) を少盆含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

3廊 崎褐色土 ローム粒(径 1 ~3ßlm ) を少量、粘土中立(径 1~5醐)を多盆含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
4層 日昔褐色土 ローム粒 ' i;!ë土粒(径 1 ~ 10剛)を少量、粘土粒(径 1 ~10mßl ) を多量;含む。 粘性 ・ しまりや

や強b、。� 
5層 階褐色土 ローム粒(径 1 ~ 10剛)を少量、炭化粒(径 1 ~2mm) を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

6層 暗褐色土 ローム粒(後 1 ~5111ßl ) を少 tt、焼土粒(径 1 ~5I1lm ) を微&、粘土粒(径 1~10rum) を多量含
む。粘性 ・しまりやや強い。� 

7層 階褐色土粘土粒(径 1 ~8mm ) を多量、焼土粒(径 1 ~10m lll ) を少量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

8屑� H音質褐色土粘土粒(径 1 ~8ßlm ) を多量、 tSÏ'.土粒(径 1~ 10剛)を少量含む。 粘性 しまりやや弱し、。� 

9層� H音赤褐色土 焼土粒(径 1 ~ 10剛)を多品、粘土粒(後 1 ~5 n皿)を微jjJ;含む。 粘性 ・ しまりやや弱い。 
10層 白色粘土 ローム粒(径 1 ~3剛)を少量、"1.土粒(径 1~8凹1 ) を微盆含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
11層 階褐色土 ローム粒(径 1 ~3111m ) を少量、焼土粒 ・ 粘土粒(径 1~5剛1 ) を微量含む。 粘性 ・ しまりやや

日童v'. 
12層 階黄褐色土 ローム粒(径 1~ 10mm ) を多量、粘土粒(径 1 ~5rußl) を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強 v' . 
13層 黒褐色土 ローム粒(径 1 ~8剛1 ) を少量、焼土粒(径 1 ~5凹)を微量含む。 粘性・しまりやや強い。 

14層 白色粘土暗褐色土粒(径 1 ~3 mm) を多量、焼土粒(径 1 ~ 1 0 rum ) を微量含む。 粘性・しまり強し、。 
層 暗褐色土 ローム粒 ・ ブロック(径 1~30mm ) を多量、焼土粒・粘土粒(径 1 ~1011un ) を少泣含む。 粘性

しまりやや強し、。� 
層 黒褐色土焼土粒(径 1 ~101山1 ) ・ 粘土粒(径 1 ~8mm ) を多量含む。 粘性 ・ しまり強い。 

17層� H音質褐色土 焼土粒(径 1 ~8皿) ・ 粘土絞(径 1~5n四)を少盆含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

局� H音貨縄色土 焼土粒(径 1 ~ 10mm ) を少量、粘土粒(径 l ~ l O n皿)を多量;含む。 粘性 ・ しまり強い。

1m 

第� 10図� 73号住居跡カマド・掘り方(1/30) 
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第� 11図� 73号住居跡遺物出土状況� (1/60) 
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第� 12図� 73号住居跡出土遺物� (1/4) 
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第3節 古墳時代時代後期・平安時代

挿図
番号

器種 遺存部位
口径
器高

底径

出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調

第� 12図 須恵器� 
杯

完形� 
13.4 
4.0 
7.4 

カマド脇� ロクロ右回転/底部周縁部ヘラ削り/鳩山窯産 細白砂色粒針少状量物質微量 良好
外面灰色
内面灰色

第� 12図� 
2 

須恵器
杯

口縁~底部� 
片� 

(]3.0) 
3.7 
7.7 

カマド脇� 
ロクロ右回転/底部周縁部ヘラ削り/内面横ナデ� -輪積痕/鳩山
窯産

細組砂粒少量
白色針状物質微量

良好
外面灰黄色
内面灰黄色

第� 12図� 
3 

須恵器
杯� 

半口縁分~底部 
(12.0) 
3.6 
(6 0) 

カマド脇 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/東金子祭産 細粗砂粒微量 良好
外面灰色
内面灰色

第� 12図� 
4 

土師器
裂

口縁~月岡部� 
破片� 

(132) 
[153J カマド内 口縁部横ナデ/外面横・斜ヘラ削り/内面横ナデ/武蔵型裂 細砂色粒粒多量

赤 子微量
良好 外面 赤赤褐色

内面 褐色

海
戸

第� 7表 73号住居跡出土遺物一覧

レ/

カマドA

斗ヲC込:::........
 

硬化菌� 

A' 

被熱赤化範囲

粘土範囲� 

A-A' ・ B一 日'

I層 黒褐色土 ローム粒(径 1~3皿)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

層 暗褐色土 ローム粒(径 1~3凹) ・ 炭化粒(径 1~2剛)を微量含む。 粘
性 ・しまりやや強し、。� 

3層� H音褐色土 ローム粒(径 1 ~3皿) ・ 焼土粒 ・ 炭化粒(後 1~5剛)を少量
含む。粘性・しまりやや強い。� 

4層 黒褐色土 ローム粒(径 1~3mm ) を微量、焼土粒・炭化粒(径 1~5凹)
を多量含む。粘性 ・しまりやや強い。

5層 黄褐色土 ローム粒(径 1~ IO凹)を多量、炭化粒(筏 1~2皿)を微量
含む。粘性・しまりやや強し、。� 

2m 6層 階褐色土 ローム粧(径 1~3 mm ) ・焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~5四)を少量
含む。粘性・しまりやや強い。� 

7層黒褐色土 ローム粒(径 1 ~3醐)を微量、焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~5皿)
を多量含む。粘性・しまりやや強v'o 

8層黄褐色土 ローム粒(径 l ~lO醐)を多量、炭化粒(径 1~2mm) を微量
含む。粘性 ・しまりやや強い。� 

9層 策褐色土 ローム粒(径 J ~lO醐)を多量含む。 粘性・しまりやや強い。 

ぶぷぷぷ込ー=
2

第 13図� 74号住居跡 ・掘り方(1/60) 
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第� 3章検出された遺構と遺物

深さ� 34cmを測る� 住居内の袖部は確認されず¥燃焼部奥と煙道部が確認された。住居掘り方においてO

も掘り込みは認められない。とれらのカマドの状況から、住居構築当初は北カマドであったが、その後

東カマドへと造り変え、さらに西カマドへと変遷しているものと想定される。柱穴:2本の柱穴が確認

された。� P1• 2ともに床下から確認されている。

[覆 土]暗褐色土を主体とした� 7層に区分される。おおむね自然堆積の様相を呈する。

[遺 物]� 206点の遺物が出土したO 須恵器� 51点、 土師器� 152点、焼成粘土塊� 2点、鉄製品� 1点が

出土している。

[時 期] 出土遺物から平安時代、� 9世紀中葉(鳩山VII期)と考えられる。

遺 物 (第 18図/第8表/図版� 8-1) 

1~4 は須恵器坪である。 5 は須恵器境、 6 は須恵器椀蓋で、胎土から同一個体と推定される。 7 ・ 

8は土師器杯、� 9~ 12は土師器嚢である。13は鉄製品紡錘車の紡輪で、中央部に孔があいている。� 

《 《	 〈ま

十フ乙ミ~

mm-

一ヱ《� 〈ま� 

S!!6m 	 被熱赤化範閉

粘土� 

10

A-A'・6-6

11冒 黒褐色土

2層� H音赤偽色土

C!!6m 	 3層� 音褐色土11
一一c'

4層 階赤褐色土
5層 階褐色土
6層 階貨褐色土
7層 白色粘土
8層 黒褐色土
9庖 白色粘土

層 階政褐色土

' '・C-C

ローム粒(径1~3剛)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強し、。 

ローム粒(径1~3凹1) ・ 炭化粒(径 1 ~2凹)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
ローム粒(径 1 ~3凹)を少訟、焼土粒 ・ 炭化粒(径1 ~2ßun) を微盆含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
ローム粒(径 1 ~3mm) を微温;、焼土粒 ・ 炭化粒(径1~51l11l1)を少量含む。 粘性・しまりやや強い。 

ローム粒(径1~ 1 0皿)を少量、 炭化粒(径1 ~2凹)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
ローム粒(径 l~ I Olllm) を多量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

ローム粒(径1~3mm) を少量、焼土粒 ・ 炭化粒(径 1 ~2凹)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
ローム粒(径 1 ~3皿)を微量、 焼土粒 ・ 炭化粒(径1~5剛)を少量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
ローム粒(径1~ 1 0ßlm) を少量、炭化粒(径1~2n皿)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強し、。 
ローム粒(径 l ~ I Olllm ) を多品含む。 粘性 ・ しまりやや強い。

ハ
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第 14図� 74号住居跡カマドA ・掘り方� (1/30)
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第3節古墳時代時代後期・平安時代
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『そごフム→ー� 

ー-8' 

掴.被熱赤化範囲

粘土範囲
3防

"" 

ー
m川

A - A'・s-s'
 
11音 階褐色土 ローム粒(径 1~3mm) を微量含む。 粘性・しまりやや強い。
 

2尼 崎赤褐色上 ローム粒(径 1~3mm) ・ 焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~2凹)を少食含む。
粘性 ・しまりやや強い。� 

3層 白色粘土 ローム粒(径 1~3凹)を少量、焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~2凹)を
微量含む。粘性 ・しまりやや強し、。� 

4層 階黄褐色土 ローム粒(後 1 ~3凹)を微盆、焼土粒 ・ 炭化粒(径 1 ~5剛)を
少盆含む。粘性・しまりやや強い。� 

5層� E音褐色土 ローム粒(径 I~JOmm) を少量、炭化粒(径 1~2凹)を微量含む。
粘性 しまりやや強い。� 

6層� H音黄褐色士。ローム粒(径 J~IOmm) を多量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

第� 15図� 74号住居跡カマド� B・掘り方(1/30)

ー-8'

圃 被熱赤化範囲


粘土範囲


臼

》 主〉� 

" 
A - A'・s-s .C' -C' 

IJ留 暗褐色土 ローム粒 ・ 焼土粒(径 j ~5mm) を少量含む。 粘性・しまりやや強し、。 
2層 暗褐色土 ローム粒(径 1~3凹) ・ 焼土粒(径 J~2n皿)を少量含む。 粘性・し

- 一-8' 
まりやや強い。

8!.!6m 
3層 階赤褐色土 ローム粒(径 1~3皿)を少量、焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~2皿)を多量

含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
4庖 白色粘土 ローム粒(径 1~5皿) ・ 焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~5阻)を微量含む。

粘性 ・しまりやや強い。� 
5層 白色粘土 ローム粒(径 l~lO n皿)を少量、炭化粒(径 1~2mm) を微量含む。粘

性 ・しまりやや強い。� 

6層 灰白色色粘土 ローム粒(径 l~lO皿)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

7層� H音褐色土 ローム粒(径 1~3mm) を少盆、焼土粒 ・ 炭化粒(筏 1~2皿)を微量含

む。粘性 ・しまりやや強い。� 

1m 

n
/i

円

》
同
同

第� 16図� 74号住居跡カマド� C・掘り方(1/30)



第� 3章検出された遺構と遺物
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第� 17図� 74号住居跡遺物出土状況(1/60)

挿番号図 器種 遺存部位
器口径高

底径� 
出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調

第� 18図 須恵器
杯

dフ℃コ冗nノ� 

11.3 
3.9 
6.5 

上層 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/東金子窯産 細砂粒微量 良好
外面灰黄色
内面灰黄色

第� 18図� 
2 

須恵器
杯

口縁部~底� 
部� 

11.4 

3.9 
5.8 

下層 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/鳩山黛産
微細砂粒少量
白色針状物質少量

良好
外面灰色
内面灰色

第� 18図� 
3 

須恵器
杯

口縁部~底� 
部� 

11.7 
3.5 
6.8 

下層 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/鳩山窯産 細白砂色粒針少状量物質微量 良好
外商青灰色
内面青灰色

第� 18図� 
4 

須恵器
杯

部口縁片部~底� 
(12.6) 

3.8 
(6.2) 

上層 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/熔山祭産 細白砂色粒針微状量物質微量 良好 外内面面 青青灰灰色色

第� 18図� 
5 

須恵境器 口縁部~底� 
部� 

14.7 

6.0 

7.1 
下層 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/東金子窯産 微細砂粒少量 良好

外面灰色
内面灰色

第� 18図� 
6 

須恵器
椀蓋

天井部� [275] 上層 天井部右回転ヘラ削り/東金子窯産 細砂粒少量 良好
外面灰色
内面灰色

第� 18図� 
7 

土師器
杯

口縁部~体� 
部片� 

(13.3) 
[3.8] 上層

内面 白縁部横ナデ/黒彩
外商 イ本部横ヘラ削り/黒彩/在地系土師器/混入品か

砂石粒英微や量や多量 良好 外内面面 赤赤褐褐色色

第� 18図� 
8 

土師器
杯

口縁部~体� 
部片� 

(11.6) 
[3.2J 下庖 外内面面 白縁部部外横面指ナデ/黒彩か

体 頭押捺痕/黒彩か/北武蔵型杯か
細赤砂色粒粒微子微量量 良好 外内面面 暗暗茶茶褐褐色色

第� 18図� 
9 

土師器
費

口縁部片� 
(19.2) 
[6.55] カマド� A

内面 口縁部横ナデ/胴部横ナデ
外面横へラ削り

細石砂英微粒少量量 良好 外内面面 赤赤褐褐色色

第� 18図� 
10 

土師袈器 口縁部~体� 
部片� 

11.6 
[69] 下層

内面 白縁部横ナデ/横ヘラナデ、/頭部輪積痕
外函横ヘラ削り

微細砂粒微量 良好 外面 赤赤褐褐色
内面 色

第� 18図� 
11 

土師器
裂

胴上部~底
部� (18346l)

下層
内面斜へラナデ、
外面縦・斜へラ削り

微細砂粒少量 良好 外面 赤赤褐褐色
内面 色

第� 18図� 
12 

土師器
費

脚部破片� 
(184611) 

下層 内面 脚指頭部押様捺ナ痕デ
外面

細砂粒微量 良好
外面赤褐色
内面赤褐色

最大幅 特徴 ・調整� 

紡輪部分/穿孔径� 3.004.50 

第� 8表� 74号住居跡出土遺物一覧
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第� 3節古墳時代時代後期・平安時代

、三

kヰ二二;ぇ� 

10 

二スミ互三� 1~4j3 モォzf
2 

黒彩� 

2
 

よ人� 12
O 10cm 

o 10cm 

第� 18図 74号住居跡出土遺物� (1/4・1/3) 

75号住居跡

遺 構 (第 19図/図版� 4-5) 

[位 置]� (P-11・12)グリッド。

[検出状況] 4区南東部南側で検出された。北壁の一部が確認され、西・南・東側は調査区外に至る。

[構 造]平面形:不明。 規模 :検出された範囲は、南北 2.00m、東西� 0.80mそ測る� O 床面までの

深さは約� 60cm。主軸方位:不明。壁溝:なし。床面:貼床。厚さは� 3cm前後。カマド:なし。柱穴:

なし。

[覆 土]黒褐色土を主体とした� 3層に区分される。

[遺 物]� 19点の遺物が出土した。須恵器� 4点、土師器� 15点が出土している。

[時 期]数は少ないが出土遺物から平安時代、� 9世紀以降と考えられる。

遺 物 (第 20図/第 9表/図版8-2) 

1は須恵器杯である。� 2は土師器嚢口縁部片である。� 

nu 

一 一

さ~=起き三つ 



第3章検出された遺構と遺物� 

~1 込 
A - A  

l層 黒褐色土 ローム粒(径 1 ~3凹)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
2層 階禍色土 ローム粒(径 1 ~3mm) ・ 炭化粒(径 1 ~2mm) を微量含む。 粘

性 ・しまりやや強い。� 
3層 階褐色土 ローム粒(径1 ~5D皿)を少量、焼土粒 ・ 炭化粒(径1 ~2凹1)

を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
、、、-'1 

¥-'1・� 

4層 階褐色土.ローム粒(径 1~3lllm ) を微量、焼土粒 ・ 炭化粒(後 1 ~5lllm )
を少量含む。粘性 ・しまりやや強し、。

2m 

第� 19図� 75号住居跡� (1/60)

烹ヨ メ� 
O 10仁m

第� 20図� 75号住居跡出土遺物� (1/4)

挿図
番号

器種 選存部位 器底口径径高 出土位置 特徴 ・調整 始土 焼成 色調

第� 20図 須恵器
杯

口縁部~休� 
部片� 

(16.0) 
[44] 上層 ロクロ右回転/底部回転糸切痕/東金子窯

細砂粒少量

石英微量
良好

外面灰色
内面灰色

第� 20図
2 

土師器
裂

口縁部~胴� 
上部� 

09.7) 
[6.75] 上層 内面 白縁部横ナデ、/胴部り/内面武積蔵へラナデ、

外面 胴部外面積ヘラ削 型裂
微細砂粒微量 良好

外面赤褐色 �  
内面赤褐色

第� 9表� 75号住居跡出土遺物一覧� 

76号住居跡

遺 構 (第 21 ~ 23 図/図版 4-6~5-1)

[位 置]� (Q-R-6・7)グリッド。

[検出状況] 4区北部東側で検出された。北西隅部、南側、東側が調査区外に至る。

[構 造]平面形:方形と推定される。 規模:確認された南北長は� 6.70mを測り、一辺� 7m前後の

大型住居と推測される。床面までの深さは約� 75cmを測る� 主軸方位:N-520 -Eo 壁溝:あり� O 全O

周するものと推定される。 床面:貼床。厚さは� 3cm前後。力マド:東壁中央に位置する。長軸� 98cm、

短軸� 94cm、深さ� 77cmを測る O 柱穴� :3本の柱穴が確認された。� P1は貯蔵穴、� P2・P3は主柱穴と

想定される O

[覆 土] 暗褐色土を主体とした 7層に区分される。

[遺 物]� 360点の遺物が出土した。須恵器� 3点、土師器� 356点、焼成粘土塊� 1点が出土している。

[時 期] 出土遺物から古墳時代後期、� 7世紀後半と考えられる。

遺 物 (第 24図/第� 10表/図版8-4) 

lから� 5は土師器丸底杯で、いずれもカマド内あるいはカマド周辺からの出土であるo 6は土師器

鉢の口縁部から体部である。� 

n
J
 
nu 



第� 3節古墳時代時代後期・平安時代

調査区外� 

一� 

'1mi y ( 三官与、� ¥ 
囚� 

A=プーー一
P3 P2 

回� ( -----¥ ¥、¥、¥¥ A' 

調査区外� 

粘土

ずC ζ r r 

1. 

Ib 

~一ー\一一-A 

P2 
A' 

2m 

A-A' . S-S' 

LIO 附褐色土 ローム粒(径]-5mm)を少量含む。粘性 しまりやや強し、。� 
2層 黒褐色土 ローム粒(径1-5mru) ・炭化粒(径1-20皿)を微盆含む。粘性 ・しまりやや強し、。� 
3層 線褐色土 ローム粒(径1-3皿)を微品、焼上粒 ・炭化粒(径]-2凹)を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
4層 階褐色土 ローム粒(径]-5mm)を微量、焼土粒 ・炭化粒(径1-5皿)を少盆含む。粘性 ・しまりやや強い。� 

5層 階褐色土 ローム粒(径1-8皿)を少量、炭化粒(径 1-2皿)を微盆含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
6層 階褐色土 ローム粒(径1-5岨)を少量、焼土粒 ・炭化粒(径1-2mm)を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
7層 階褐色土 ローム粒(径]-8mm)を微量、焼土粒 ・炭化粒(径]-2幽)を微盆含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
B層 黒褐色土(pJ) ローム粒(径1-8皿)を少量、焼土粒(径 )-2mm)を微盆含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
9庖 黄褐色上(PI) ローム粒(径)-5山)を微量、焼土粒 ・炭化粒(径1-2凹)を微&含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
10層 階褐色土(P2) ローム粒(径1-5mru)を少量、炭化粒(径1-5mm)を微盆含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
11層 明貨褐色土(P2) ローム粒(径1-IOmm)を多量、焼土粒 ・炭化粒(径1-2皿)を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 

12層 黒褐色土(P2) ローム粒(径1-5幽)を少量、焼土粒 ・炭化粒(径1-2noo)を少量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
13層 黒褐色土(P3) ローム粒(径1-3凹)を少量、焼土粒 ・炭化粒(径1-2岨)を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 

14層 黒褐色土(P3)白ローム粒(径1-10mm)を多盈、焼土粒 ・炭化粒(径1-2皿)を微量含む。粘性 ・しまりやや強い。� 
15層 階黄褐色土 ローム粒(径1-10凹，)を多量含む。粘性 ・しまりやや強い。姻り方。

第� 21図� 76号住居跡・掘り方� 0/60) 

Pl 
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

)> 

被熱赤化範囲

粘上� 

c~ニ 3m 

S.!.!3m- 一-s' 

)> 

1m 

A-A'・� 6-6'・� Cー� c' 
l層 階褐色上粘土粒(径 1~8皿)を多量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

21宵 白色粘土焼土粒(径1~ 10皿)を多量、炭化粒(径 1~2mm) を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 
3照 時赤褐色土焼土粒(径 1~8 Ill m) を多量、炭化粒(径 1~2阻)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

4層 暗褐色土粘土粒(筏 1~10nllll) を多量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

5層 階赤褐色土焼土粒(径 1~10剛)を多量、炭化粒(径 1~2mm) を微量1合む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

6層 階赤褐色土 ローム粒(径 1~5n叫を微量含む。 粘性・しまりやや強い。 

7層 白色粘土焼土粒(径 l~lOmm) を多致合む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

8
9
層
層
10庖 白色粘土 ローム粒(筏 1 ~51山)を少盆含む。 粘性 ・ しまりやや強い。

第� 22図� 76号住居跡カマド・掘り方(1/30)

階褐色土 ローム粒(径 1 ~10mm) を少量、炭化粒(径 1~2mm) を微量含む。 粘性・しまりやや強い。 

階褐色土 ローム粒(径 1~10 mm ) を少量、焼土粒(径 1~8n山)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強し、。 

挿番号図 器種 遺存部位
器口径高

底径
出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調

良好 外胎内面土商は褐褐黄色褐色色
第� 24図 土師器� 

珂t 完形� 
11.4 
3.4 カマド

内面回転ナデ/黒彩
外面体部底部横ヘラ削り/黒彩/在地系土師器� 

砂石粒英やや多量微量・金雲母少量
-小石

第� 24図

2 

土師器� 
向く 完形� 

11.7 
3，6 カマド脇

内面回転ナデ/黒彩
外面体部底部横へラ削り/黒彩/在地系土師器� 

砂石粒英やや多量 ・角閃石少量
-金雲母 ・小石微量

良好� 
外内面面 褐褐色色

胎土は淡黄褐色

第 24図
3 

土師器� 
杯

完形� 
10，25 
3，5 カマド脇

内面回転ナデ/黒彩
外面休部底部横ヘラ削り/黒彩/在地系土師器

砂粒やや多量
石英 ・金雲母 ・小石微量

良好
外面 褐褐黄色� 

胎内土面は 色褐色

第 24図
4 

土師器� 
杯

ほぽ完形� 
10.8 
3.5 カマド

内面回転ナデ
外面体部底部横ヘラ削り/黒彩/在地系土師器 石砂粒英や・金や雲多母量微量 良好

外内面 褐色
面 褐黄色� 

胎土は褐色

第� 24図

5 

土師器� 
珂=

ほぼ完形� 
11.4 
4.1 カマド

内面回転ナデ/黒彩
外面体部底部横へラ削り/黒彩/在地系土師器

砂石粒英やや多量少量・角閃石少量
-小石

良好 外内面面 褐褐色色� 

第 24図

6 

土師器
鉢

口縁部~体� 
部片� 

(236) 

[11.0J カマド 内面 口縁部横 ・斜デ/ナ休デ部横
外面口縁部横ナ ・縦へラ削り

細砂粒少金量
石英 ・ 雲母小石微量

良好
外面 目暗音赤赤褐褐色� 
内面 色
胎土は黄褐色

第� 10表� 76号住居跡出土遺物一覧
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第� 3節 古墳時代時代後期・平安時代� 

h u 問調:LJE通ふ� 
4注� 

A= 

Pl 

A' 

調査区外� 
-土器

・土製品


企石器 


4m- A'A!i

-293Af.....・.� ..... -.'トー一一ー一.・ 

Pl 

2m 

第� 23図� 76号住居跡遺物出土状況� (1/60)

己記三P ミ基J4 

P3 
P2 

O 10cm 

第� 24図� 76号住居跡出土遺物� (1/4) 

(3)掘立柱建築遺構 

4号掘立柱建築遺構

遺 構(第� 26図/図版� 5-2・3)

[位 置]� (H・1• J-13・14)グリッド。

[検出状況] 1区西部で検出された。10本の柱穴が確認された。13号溝跡に切られる。

[構 造]平面形:P1~5 は東西に直線状に並び、その南側に 5 本の柱穴が不規則に並ぶ。桁行 2 問、

梁行� 2聞に、西側に� 2本の柱穴が付属する形となる。しかし、北東中央の柱穴が認められず、やや変

則的な配列となる。 規模:北側の東西・南北2聞の範囲では一辺約� 4.60mを測り、� 5本並ぶ北側は� 8.25m

となるo 10本の柱穴は平面形は楕円形を呈し、規模は� 45 ~ 102cmを測る O 確認面から柱穴底部まで

の深さは� 35 ~ 75cmで、ある O 柱穴聞の距離は約� 1.9 ~ 2.0 mと推定される O 主軸方位:N-660 -Eo 

円
〈qu 
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第� 3章検出された遺構と遺物

[覆 土] 暗褐色土を主体とした 2~4 層に分層される 。 P 1・2・4・5・6・9では柱跡が確認されている。

[ 遺物 ]なし。

[時 期]平安時代。� 

(4)溝跡  

13号溝跡

遺 構 (第 27図/図版� 5-4・5)

[位 置]� (G - 1 7 ・ 18、 H - 15 ~ 17、 1 - 13~15、 J -12・13)グリッド。

[検出状況] 1・2区中央西部で検出された。北側は調査区外に至り、南側は� 3区境界の撹乱で途切れる。

南側で� 73号住居を切り 、北側で� 4号掘立柱建築遺構を切る。

[構 造]平面形:南北に直線状に延びる溝状を呈する。調査区内で撹乱に分断されるが、確認され

た全長約� 34mを測る� 断面形:浅い皿状を呈する。規模:幅� 115cm、深さ� 35cmを測る。走行方位:� O

N - 30
0

- Eo硬化面:確認されていなし可。

[覆 土]暗褐色土を主体とし、� 2層あるいは 3層に分層される。

[遺 物]須恵器� 8点、土師器� 16点が出土している。

[時 期]� 9世紀前葉の� 73号住居跡を切って構築されているため、平安時代でも� 9世紀後葉以降の

ものと推定される。

遺 物 (第 25図/第� 11表/図版 8 -3) 

lは須恵器杯底部で、底部に右回転糸切痕が無調整で施される。� 2は外面端部に稜を持つことから、

須恵器杯蓋と推定される。

三� lTプ1L二=J� ¥2 

O 10cm 

第� 25図� 13号溝跡出土遺物� (1/3)

口径
遺番物号 器種 遺存部位 器高 出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調

第� 26図

第� 26図

2 

須恵器
杯

須葱総� 
蓋

底部片� 

天井部片� 

底径

(16103l ) 

(120) 
[2.81 

上層

上層

ロクロ右回転/底部回転糸切痕/鳩山窯産

ロクロ右回転

細白砂色針粒状多量物質微量

細粗砂粒少量

良好

良好

外面 灰灰色色
内面

外内面 青灰色� 
面青灰色

第� 11表� 13号溝跡出土遺物一覧� 

14号溝跡

遺 構 (第 28図/図版� 5-60 7)

[位 置]� (0-5) グリッド。

[検出状況] 4区中央西部で検出された。北 ・南側は調査区外に至る。� 

斗
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第3節古墳時代時代後期 ・平安時代

軍29図 4号掘立柱建聾遺構 土層注記

1'1 
l用 暗褐色上 ロ ム粒 (径1-5皿)を少量吉む。粘M・しまりやや弱し、。

2用 暗褐色土 ローム粒(径1-3凹)を少量、炭化粧(椅l......2mm)を微hl古む。粘性 ・しまりやや強い。

3府 暗褐色土 ロ ム粒(径1-8皿)を多量、炭化粒(待1--2mm)を融hl合む。粘性 ・しまりやや強L、。

4屑 持褐色上 ローム粒(径l--jC皿)を多且合む。粘性 しまりやや強い。

1'2 
1屑 暗褐色土 口ーム粒(径1-8凹) を少量、炭化粒(梓1---2mm)を微量fl;む。粘性・しまりやや強い。

2屑 暗褐色土 ロ←ム粒(径1---5四回)を微量古む。枯十字 ・Lまりやや甘"、。

3m 暗褐色土 ローム粒(径1--10皿)を多品古む。粘性 しまりやや強い。

1'3 
l層 晴褐色土 ロ←ム粒(陪1---8mm) 炭化粒(俺 1-2皿m) を微l~合む。 粘性 ・ しまりやや強い3
21?1 暗褐色土 ロ←ム粒(筏l.......IOmm)を少hl 悼士粒(惇1---8mm)を徴'.¥f;む。粘性 ・LAりやや強し、。

3層 暗伺色土ローム桂(符l--fjmm)を少ltl;P;-む。粘性 しまりやや強い。

1'4 
l届 時褐色土 ローム粒(符1---811lm)を少量合む。粘性 しまりやや弱い。

2届 晴褐色土 ローム粒 (待j--lOmm)を少量 焼1特 (径1-2叩)を微量古む。粘性 ・しまりやや強い。

3層 暗赤褐色士 ローム粒(俺1---8mm)を少社、炭化粒(筏j.......2mm)を楠最古む。粘性 しまりやや強い。
4層 時同色士 ローム粒(律j.......lOmm) を多111古む。粘性 ・しまりやや強し、。

1'5 
1困 暗褐色十 ローム粒(律I.......Smm) を少駄古むa 粘性 ・しまりやや強い。

2層 時同色十 ローム粒(待1---8mm)を少敏、炭化粒(径1---2mm)を1微量含む。粘性 しまりやや強い。
310 膏褐色十 ローム粒(律]"'-'5111111) を少til.:焼上粒(径1-2山)を微世含む。粘性 しまりやや強し、。

4M 時惜色十 ローム粒(律1......10凹)を少世含む。粘性 しまりやや強い。

1'6 
l居 時同色十 ローム粒(符J'"'-3m凶) を少量含む。粘性 しまりやや強い。
2随 時同色七 ローム粒(径1-3山，，) を少扶炭化粒(径1-2山)を微量古む。粘性 しまりやや強し、0

3M 附尚色プト ローム粒(径1........5山田) を少量、炭化相(佳1.......2mm)を微量古む。粘性 しまりやや強い0

1M 附苗同色十 ローム杭(拝1-8山)を多量含む。粘性 ・しまりやや強し、。

l府 暗褐色上ロ ム粒(径1-5凹)を少量六む。粘性 しまりやや強し、。

2府 暗褐色土 ローム粒 Ofl--5凹)を少量、焼十粒{開1---2mm) を微且含む。粘性 しまりやや強い。

3府 暗褐色土 ロ ム粒(径1-8皿)を多hl 炭化粒(惇¥.......2mm)を微量青む。粘計十 しまりやや強い。

1'8 
1府 暗 褐 色 土 ロ ム粒Ii壬1--]皿)を少hl;>;む。粘11，しま句やや強い。

1'9 
1府 暗褐色土 ロ ム粒(径 1-5皿)を少量、焼す粒(律 1--2mm) を微hl~む。 枯件 。 し まりやや強い。
2府 暗岨色土 ローム粒 (径1......3n皿)を少hl，炭化粒(律1.......2mm)を微量含む。枯件 しまりやや強いE

3府 附幅色土 ロ ム粒(径1-自岨)を少量苛む。粘性 ・しまりやや強し、。

1'10 

i府 暗褐色土ロ ム粒 (径1-8皿)を少量-;'1;む。枯M・Lまりやや強い。

2照 時褐色土 ロ←ム粒(佳1-8凹)を少l丘、炭化粒(係j.......Zmm)を帥比古む。粘刊 しまめやや強い。

2m 
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l層 黛筒色土 ローム粒(筏 1~5皿)を微量含む。 粘性 ・ しまりやや強い。 

2層 階褐色土 ローム粒(径 1~3mm) ・ 炭化粒(径 1~2皿)を微量含む。
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3層 階褐色土 ローム粒(径 1~8mm) を少量、焼土粒・炭化粒(径 1~5四)
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第� 3章検出された遺構と遺物

[構 造]平面形:南北に直線状に延びる溝状を呈する。確認された全長約� 84cmを測る。断面形:

浅い皿状を呈する。 規模:幅� 92cm、深さ� 15cmを測る。走行方位:N -320

- Eo硬化面:確認され

ていない。

[覆 土]暗褐色土を主体とし、� 2層に分層される。

[遺 物]なし。

[時 期]時期を示す遺物は検出されていないが、� 13号溝跡の北側の延長線上にあり、主軸方位も近

いことから、同ーの溝跡である可能性がある。

ーよ~ー乙ー A-A' 

i層 階褐色土 ローム粒(径 1 ~5mm ) ・ 炭化粒 (径 1 ~2皿)を微量含む。 粘
性 ・しまりやや強い。� 

一一~一一一一一一一一一� 
2層 階褐色土 ロ ーム粒(径 1 ~5皿)を少量、焼土粒 ・ 炭化粒(径 1~5 mm )

を微最含む。粘性 ・しまり強い。
A.!!6m Ib 

目、対剣一日� 2m 

第� 28図� 14号溝跡(1/60) 

(5)土坑  

222号土坑

遺 構 (第 29図/図版� 5-8) 

[位 置]� (K-13)グリッド。

[検出状況] 1区中央北側で検出された。

[構 造]平面形:円形を呈する。断面形:皿形を呈し、壁面はなだらかに立ち上がり、底面はほぼ

平坦である。 規模:長軸� 106cm/短軸� 100cm/深さ� 20cm。長軸方位:� N -550

- Eo 

[覆 土]暗褐色土を主体とした� 2層に区分される。

[遺 物]なし。

[時 期]覆土の様子から古墳時代後期以降と考えられる。� 

223号土坑

遺 構 (第 29図/図版� 6-1) 

[位 置]� (J - 14)グリッドO

[検出状況] 1区中央北側で検出された。

[構 造]平面形:円形を呈する。 断面形:すり鉢状を呈し、壁面はなだらかに立ち上がり、底面は

非常に狭い。 規模:長軸� 101cm/短軸� 83cm/深さ� 42cm。長軸方位:� N-180-Eo 

[覆 土]暗褐色土を主体とした� 2層に区分される。

[ 遺 物 ]なし。

[時 期]覆土の様子から古墳時代後期以降と考えられる。� 

224号土坑

遺 構 (第 29図/図版� 6-2) 

qu 
Q
u
 



第� 3節 古墳時代時代後期・平安時代

[位 置]� (K- 12)グリッド。

[検出状況] 1区中央北側で検出された。北側、東側は調査区外に至る。

[構 造]平面形:確認された範囲では方形を呈する。 断面形:逆台形を呈し、壁面は垂直に立ち上がり、

底面はほぼ平坦である。 規模:確認された長軸� 70cm/短軸� 46cm/深さ� 28cm。長軸方位 :不明。

[覆 土]暗褐色土を主体とした� 2層に区分される。

[遺物]なし。

[時 期]覆土の様子から古墳時代後期以降と考えられる。� 

225号土坑

遺 構 (第 29図/図版� 6-3) 

[位 置] (0-2)グリッド。

[検出状況] 4区北西側で検出された。

[構 造]平面形:円形である� O断面形:逆台形を呈し、壁面は垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

規模:長軸� 114cm/短軸� 111cm/深さ� 54cm。長軸方位:N -450 

-Wo 

[覆 土]暗褐色土を主体とした� 2層に区分される。

[遺 物]須恵器委� 3点、土師器婆 1点が出土している。

[時 期] 出土遺物と覆土の様子から平安時代、� 9世紀後葉以降と考えられる。

遺 物 (第 30図/第� 12表/図版� 9-1) 

lは須恵器短頚壷口縁部から胴部上半である。肩部に耳が付く� 内面にタタキ目、外面にあて具痕がO

みられる。� 2は土師器嚢口縁部片である。

そマιート

一� 〈己i
A!..!6m 

A!..!6m-

蕊烹暴ミミ� 
l層階褐色土ローム粒(径 J ~8幽) l層階褐色土ローム粒(径 J~5凹)を


焼土粒 ・ 炭化粒(径 J ~2mm ) を微量; 微量含む。粘性 ・しまりやや弱い。
 
含む。粘性 ・しまりやや強い。� 2局� H音縄色土 ローム粒(径 1~8mm)


2層� H青褐色土 ローム粒(径 J~自幽) 炭化粒(径 1~3mm) を微盆含む。 粘 1I音 階褐色上 ローム粒(径 J~自凹)を
炭化粒(径 J~2rnrn ) を微量含む。 粘 性 ・しまりやや弱い。� 少量含む。粘性 ・しまりやや強し、。� 
性 ・しまりやや強い。� 

223号土坑 2府 開音褐色上 ローム粒(筏 1~5mm)
炭化粒(径 J~3凹)を微量含む。 粘

222号土坑� 
性 ・しまりやや弱レ、。� 

224号土坑

11音階褐色上ローム粒(径 J~5mm) を
少量含む。粘性 ・しまりやや弱し、。� 

2層 暗褐色士。ローム粒(径 1~5mm)
焼土粒(径 1~2mm) を微量含む。 粘
柑 ・しまりやや弱し、。� 2m 

225号土坑� 

ミミ� 
第� 29図 古墳時代後期後半~奈良・平安時代の土坑(1/60) 
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

O 10cm 
2 

第� 30図� 225号土坑出土遺物� (1/4)

挿図
番号

器種 遺存部位 器底口径径高 出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調

第� 30図 須恵器� 
短頚壷

底部片� 
(136) 
[10.4] 

内面 口縁部横ナデ/胴部内面あて具東痕
外面 月岡部タタキ目/肩部耳貼付/ 海系つ

微細砂粒少量
赤色粒子微琵

良好
外商灰色
内面灰色

第� 30図
2 

土師器� 
裂

口縁部片� 
(230) 
[92] 内面 部白縁横部横ナデ/へラナデ

外面胴 ヘラ削り/頚部内菌輪積痕/武蔵型護
細石砂英粒微少量量 良好 外商 日目音音赤赤褐褐色� 

内面 色

第� 12表� 225号土坑出土遺物一覧� 

(6)ピッ卜

本調査地で検出したピッ ト25本のうち、覆土の様子から� 13本を古墳時代以降に帰属するものとした。

これらのうち、遺物の出土したピットはなく、一覧表にて報告する(第� 13表)。古墳時代以降の遺構

の分布傾向は� l区にやや集中する。

遺構名 グリッド 地区 平面形 長軸 短軸 深さ 覆土� 

7P G-16 2区 円形� (5 1.6) 48.9 11.0 暗褐色土� 

8P 0-12 4区 円形� 31.6 29.6 25.1 日音褐色土� 

9P R-9 4区 円形� 39.9 31.5 13.1 黒褐色土� 

10P H-15 2区 円形� 45.1 39.5 21.6 黒褐色土� 

llP G-17 2区 円形� 29.8 27.1 44.6 黒褐色土� 

12P F-17 2区 円形� 50.4 37.0 21.4 暗褐色土� 

13P G-17 2区 円形� 32.5 25.1 46.9 暗褐色土� 

14P H-15 2区 円形� 40.2 34.8 70.8 日音褐色土� 

15P H-14 l区 円形� 44.0 36.0 19.5 暗褐色土� 

16P K-14 l区 円形� 64.0 62.7 12.2 日音褐色土� 

23P N -1 4区 円形� 43.9 37.9 17.7 暗褐色土� 

24P N-1 4区 円形� 34.0 30.6 54.4 日音褐色土� 

25P 0-2 4区 円形� 38.4 28.2 47.1 黒褐色土

第� 13表古墳時代以降のピット一覧� 

吐
Anu 



第4節遺構外出土遺物

第 4節遺構外出土遺物� 

(1)縄文時代

出土した縄文時代の遺物は、土器� 28点、石器石皿� 1点である。土器は早期� 17点・中期� 1点・時期

不明� 10点)である。これらのうち、土器� 5点を図示した(第� 31図/第� 14表/図版9-2)。� 

1"-'3は深鉢胴部片で、貝殻背圧痕が施され、早期条痕文系土器に比定される。� 4は単節RL縄文

が施され、胎土に繊維を含まないことから、前期前半のものと推定される。� 5は時期不明である。

弘治去~;主 l 

¥お何繁郊支石Jん誌恥ん涼� I/ 
長=ぷ訴込予と窃主言守~~偽3 ~$i:曳ぜ~ . /i 持令手 
jι々;~?!.々山起きM'r / / O 10cm 
昔、，，~-:~~'<>....，.. 今、

ソ乃/� 4 

第� 31図遺構外出土遺物� (1/3)

九J

--..

、'，.へ~k';' ~-::...:~ λJ ，
、 ζFζ.'惜角

ζ!
t司泌.'� J"~~T よ ザヂ 、司矢、� rvu

1、3 ‘叫りトら 1: -~/令宇 ;Z;，、内、、芯~:~，!'.斗〆，: / 

=や2 Lグんんげべ九斗為訟前爪;州頃:汎t~~.:i

挿図
番号

器穫 遺存部位 出土位置 特徴 ・調整 胎土 焼成 色調 時期 ・型式

第� 31図
深鉢 胴部破片� l区表土 内外面縦位貝殻背圧痕文 砂粒少量/繊維多量 良好 外褐色面� H音赤褐色/内面 にぶい黄 早期後半 ・条痕文系

第� 31図� 
2 

深鉢 胴部破片� 2区表土 外面縦位貝殻背圧痕文 細砂粒少量/繊維多量 良好
外商� H音赤褐色/内面 にぶい褐

色
早期後半 ・条痕文系

第� 31図� 
3 

深鉢 月岡部破片� 3区表土 外面斜位貝殻背圧痕文 砂粒少量/繊維多量 良好 外面褐色/内面にぶい暗褐色 早期後半 ・条痕文系

第� 31図� 
4 

深鉢 胴部破片� 74H撹乱 単節� RL縄文 砂粒少量/小石少量 良好 外面明褐色/内面明褐色 前期前半?

第� 31図� 

5 
深鉢 口縁部破片� 3区表土� 口縁部外面に張り出す 細砂粒多量/小石微量 良好 外面赤褐色/内面赤褐色 時期不明

第� 14表遺構外出土遺物一覧(縄文時代)� 

-41-



第 4章調査のまとめ

第 4章調査のまとめ

今回の調査では、縄文時代、弥生時代、古墳時代後期から奈良・平安時代に至るまでの遺構・遺物

が検出された。とれまでの調査に加えて因子山遺跡に新たなる資料を加える乙ととなった。以下に時代

を追って各時期の調査成果についてまとめておきたい。

第 1節縄文時代

本調査地では 4基の土坑と 12本のピットが確認された。遺物は縄文土器 28点、石器が 1点出土した。

遺構は 1~4 区の広い範囲で検出されたが非常に散漫な分布で、 l 区中央部にピットがやや集中する程

度である。縄文土器は早期が中心となって 17点出土し、中期 1点、不明 10点である。石器は安山岩

製の石皿 l点が出土しているが、平安時代の 75号住居跡覆土から出土している。土坑の時期について

は、 219号土坑からは早期の土器が l点出土しているため、早期のものと考えられる。それ以外の遺

構は遺物を伴わず、詳細時期は不明である。

第 2節弥生時代後期

本調査地では l軒の住居跡が確認され、遺物は弥生土器が 17点出土した。 24号住居跡は 4区北西

端で検出され、西側、北側は調査区外に至る。北側は第 31地点で調査されており、その規模は南北約 4.5 

mの隅丸方形の住居跡と推定される。床面上からは高杯や壷が出土し、炭化物と焼土が多く見られると

とから焼失住居と想定される。住居跡の時期は、出土した壷頚部の文様やヘラ磨き調整の施された高杯

の特徴が、東海地方の影響を示すものではない、などの様相から弥生時代後期後葉のものと推定される。

第 3節古墳時代後期 ・平安時代

本調査地では、住居跡 4軒 ・掘立柱建築遺構 1棟・溝跡 2条 ・土坑 4基、ピット 13本が検出され、

遺物は須恵器、土師器、土製品、鉄製品など 792点が出土している。

住居跡は 4軒検出された。南側の 2区で 1軒 (73 H)、中央の 1区で 1軒 (74 H)、北側の 4区で 2

軒 (75・76H)である。住居跡の時期は、 76Hは底部丸底の黒彩土師器杯などの小型化の様相から、

古墳時代後期の 7世紀後葉と推定される(尾形 2006)0 73 Hは鳩山窯産(渡辺他 1990)の底部周

縁部ヘラ削りの杯などが出土していることから 9世紀前葉(鳩山 V期)、 74Hは 3基のカマドを持つ

ため、その存続の時間幅は長いものと考えられるが 9世紀中葉(鳩山VII期)、 75Hは出土遺物が少な

く確定しがたいため 9世紀以降(鳩山 VI期以降)と判断される。このように、田子山遺跡第 131地点

で検出された 4軒の住居跡は古墳時代後期 l軒、平安時代 3軒で、あった。 
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4 

第� 3節古墳時代後期後半~平安時代

北側の� 4区の� 75・76Hについてはトレンチ状の調査区のために全容を把握するととはで、きなかった

が、調査区の広い範囲にわたって住居跡が分布している様相が明らかとなった。74Hの3基のカマド

の変遷は北→東→西カマドの順に構築されており、南側に入口ピットがあることから、南側が入口とし

て利用されていたことが明らかとなった。76Hは部分的な調査であるが、出土遺物から� 7世紀後葉の

一辺約� 7mの大型住居跡であり、カマド周辺から土師器の丸底杯が� 5点まとまって出土した。それら

は全面に黒彩が施された、北関東系土器を模倣した在地系土師器である。� 

l区西部では� 1棟の掘立柱建築遺構� (4T)が検出された。確認された柱穴は� 10本で、北側に東

西に� 5本の柱穴が直線上に並び、その南側に 2本、さらに南側に 3本並び、やや変則的な配列となる。

東側部分を 2間X2聞の総柱建物とすると、東中央に� 1本柱穴を欠くが、配列としては 2間x2聞の

総柱建物の北西部に� 2本の柱穴が張り出す形となる。

溝跡が� 2本確認された。� 1• 2区を南北に縦断する� 13Mと、� 4区で確認された南北方向の� 14Mで� 
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第 32図溝跡分布・想定図(1/500) 
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第4章調査のまとめ

ある(第� 35図)0 13 Mは幅約� 115cm、深さ約� 35cm、撹乱に分断されて断絶があるが、全長は� 34mを

測る。南側は 3区では検出されず、� 1区では調査区外に至る。時期は� 73Hを切るため、� 9世紀後葉以

降と推定され、今回の調査では最も新しい遺構である。� 14Mは、� 13Mの北側延長上の� 4区で検出された。

遺物は出土していなし'1� 幅約� 92cm、深さ約� 15cmを測り、断面形は� 13Mに近似して、同一方位を指し、0

南北両端ともに調査区外に至る。� 

13M北端から� 14M南端までは� 44mの距離があるが、その軸向きから同ーの溝跡である可能性が高

い。その想定で溝跡の全長を算出すると、南北に約� 80mの長さを測る。

土坑は� 4基検出された。� 1区の� 74Hの周囲に� 3基が集中し、� 4区北西部に� 1基検出された。� 4区北

西部で検出された� 225Dは肩部に耳のついた須恵器短頚壷や土師器坪が出土し、� 9世紀末葉のものと

推定される。

さらに、先述の� 13・14Mについて、周辺の成果も合わせてさらに考えてみたい。今回の調査区内で

検出されたのは、推定全長約� 80mの南北に走ると想定される溝跡である。周辺の調査区で検出された

溝跡についてみると、今回の調査区の南東側に隣接する第� 69地点では、ほぼ同規模の� 2M (9世紀後

葉以降)が東西方向に約� 11m確認されている(第� 36図、尾形・佐々木・深井� 2002)。また、その

さらに東側の第� 24地点で検出された� 1Mとほぼ直行する軸向きとなる(平成� 5年度調査)。そのため、

あくまでも推定であるが、� 1• 2・13・14Mは方形の区画溝の一部である可能性があり、全体の南東辺

が確認されつつあると想定される。区画の内と外を分ける原因は明らかではないが、何らかの境界であ

ると考えられる。現段階では、南北� 90m以上の方形区画溝である可能性が非常に高いといえる。

このように、区画溝などの大型の遺構については、いくつもの発掘調査の成果をつなぎ合わせるこ

とによりその規模などが明らかとなることが多く、小規模な調査の積み重ねが非常に重要といえよう� O

今回の調査では、縄文時代の土坑、弥生時代の住居跡� l軒、古墳時代後期後半の住居跡� l軒、平安

時代の住居跡� 3軒、掘立柱建築遺構� l棟、溝跡� 2条、土坑など、さまざまな遺構・遺物が検出され、田

第� 33図近隣の溝跡分布図(1/3，000) 
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第 3節古墳時代後期後半~平安時代

子山遺跡の各時期の様相の一端が垣間見えたといえよう O
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１．４区全景（北西端部）
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１．74号住居跡　カマドＣ ２．74号住居跡　遺物出土状態１

３．74号住居跡　遺物出土状態２ ４．74号住居跡　掘り方

５．75号住居跡

８．76号住居跡　カマド遺物出土状態
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３．225 号土坑 ４．旧石器時代試掘坑　ＴＰ１

５．見学風景 1 ６．見学風景 2

７．作業風景 ８．作業風景

１．223 号土坑 ２．224 号土坑
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縄文時代

弥生時代後期

古墳時代後期

平安時代

土坑４基・ピット

12 本

住居跡１軒

住居跡１軒

住居跡３軒・掘立柱

建築遺構１棟・溝跡

２条・土坑４基・ピッ

ト 13 本

縄文土器

弥生土器

土師器

須恵器・土師器・土

製品・鉄製品

弥生時代後期の住居

跡 1 軒、古墳時代後

期後半から平安時代

の住居跡が４軒調査

された。平安時代の

南北の全長約 80m と

推定される溝跡（13・

14 Ｍ）が検出され、

区画溝の可能性があ

る。

要 約

田子山遺跡は志木市本町に所在し、今回の調査が第 131 地点となる。検出された遺構は縄

文時代の土坑４基、弥生時代の住居跡１軒、古墳時代後期後半～奈良・平安時代の住居跡４軒、

掘立柱建築遺構 1 軒、溝跡２条、土坑４基などである。出土遺物は検出された各遺構の時期

の土器であり、なかでも古墳時代後期・平安時代の遺物が主体となり、住居跡からの出土が

中心である。調査区を南北に走る平安時代の溝跡が 2 条検出され、両者の距離が離れている

が南北にほぼ同じ軸向きを示し、全長約 80m の溝跡が確認された。近隣の調査区でも溝跡が

出土していることから、調査区東側が何らかの区画溝の内側である可能性がある。
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